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1．アンケートで得られた水環境改善技術の概要 

表 1-1 アンケートで得られた水環境技術の概要 
ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 

3 独立行政法人森林
総合研究所 

間伐等森林の取り扱いに

よる窒素等流出の変動解

析 

茨城県内の国有林において、間伐等の森林の取り扱いによって、硝酸態窒素等の動態や流出量がどのように変動す

るかについて研究を実施している。また、矢作川流域の森林域について、名古屋大学と連携して土壌の窒素現存量の

分布や渓流水質の調査解析を実施している。いずれも装置の開発や具体的な除去技術ではないが、森林の生態系とし

ての解析を通じて、よりよい森林の取り扱い技術の開発を目指している。 

8 アイサワ工業株式
会社技術研究所 

HMA 工法(微細気泡を用
いた湖沼直接水質浄化工

法) 

｢HMA 工法｣は、気泡径数十 ȋm の微細気泡を用いた加圧浮上分離工法と、ドリームネット(以下 DN と表す)を用
いた袋式重力脱水処理工法を併用し、閉鎖性水域の清浄化及び維持管理までトータルで考えた水質直接浄化システム

である。水質の悪化した閉鎖性水域内において直接加圧浮上を行い、加圧浮上と浮上スカムの回収を効率的にしかも

連続的に行うことにより極めて短時間の内に水質の改善を図ることができる。微細気泡は水温 10℃、加圧力 4㎏ f/cm2

の条件で、気泡径 30～50ȋm、気泡混入率 5～10%、浮上速度 40mm/min となる。また、形成された浮上スカムは
5mm/hr程度の降雨では破壊されない強度となる。 
処理フローは、①汚濁原水を加圧ポンプにて加圧し、空気を溶解する。②加圧水の開放により微細気泡を発生する。

③凝集剤(HMA剤)により汚濁物をフロック化する。④フロックを微細気泡と共に浮上させスカム化する。⑤浮上スカ
ムを回収装置で連続的に回収する。⑥回収スカムをDNにて脱水減量化する。 
特長は、①水域内直接浄化により工期短縮可能、②微細均一気泡の大量連続発生可能、③浮上スカムの連続回収可

能、④コンパクトシステムによる狭いスペースでも施工可能、⑤生態系に影響を与えない。 

10 株式会社テトラ ｢YJシステム｣ 本システムは、特殊ノズルと低中圧ポンプの組合せにより、マイクロバブルを含んだ溶存酸素濃度の高い水を改善

対象水域に供給する装置である。特殊ノズルに一定以上の圧力で水を送ると、ノズル内の構造により大気が自然吸気

され、水流中にマイクロバブルを含んだ気泡が混入して瞬時に溶存酸素濃度の高い水を供給することができる。マイ

クロバブルを用いることで広範囲の貧酸素水を効率的に改善できる。 閉鎖水域の富栄養化は植物プランクトンの栄

養分が外部からの流入や底質からの溶出等によって供給されることで助長される。底質からの栄養塩の溶出は底質近

傍が貧酸素になることに起因する。本システムは水域全体を好気化することで底質からの栄養塩の溶出を低減し、水

域の富栄養化を抑制するものである。 
また、水域が貧酸素になることにより生態系がアンバランスとなる。本システムを適用することにより貧酸素環境

を改善し、生態系の回復を図ることができる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
10 株式会社テトラ ｢イオンカルチｬー｣ 本技術は、水溶性のガラス中に海藻類や植物プランクトンが成長するのに必要な栄養分であるリン・ケイ素・鉄等

を含有させて水中で溶出させるものである。それによって藻場増殖の促進を図れる。 

12 株式会社クホﾞタ HAP 法によるリン回収
技術 

生物処理水を対象として、Ca を添加することにより液中に残存するリン酸イオンとヒドロキシルアパタイト生成
反応を促進させる。もともと枯欠が危惧されているリン資源の回収を目的としたものであるが、回収の過程でリンが

除去される。 

13 株式会社アースエ
レメント 

水質改善用のセラミック

触媒 
当技術はセラミックを対象水域に分散設置することによって、水質改善を図る。セラミック本体は多種の酸化金属

粉体を主原料としてそれらを調合・成型し、焼成することによって製造される。 
セラミックは表面への接触を通じて化学的作用(触媒作用)により有機汚染物質の分解を行う。同時にセラミックは

表面から微量のアルミニウムイオンとカルシウムイオンを溶出し、水域内に生息している微生物群の働きを活発化

し、微生物群による水質改善効果も高める。これにより、COD(化学的酸素要求量)や SS(浮遊物質量)の元となる有機
汚染物質(炭素と水素から成るもの)を二酸化炭素と水に分解を進め、CODと SSの低減を図る。 
また、富栄養化物質である窒素化合物(硝酸性窒素等)やリン化合物に関しては窒素やリンに分解された後、水域内

に生息する植生(水草や藻類)や土に栄養分として吸収・消化されることで処理・低減されていく。 
化学的作用だけでは十分な量の汚染物質が処理出来ないため、生物学的作用との複合により処理に要する時間を出

来るだけ短縮させ、汚染速度を浄化速度が上回ることで水質改善が図れる。これらの結果として透明度の向上、

BOD(生物化学的酸素要求量)・COD(化学的酸素要求量)・SS(浮遊物質量)の低減、全窒素値・全リン値の低減などが
図られます。対象水域の水量に対して必要なセラミックの量は 1m3に対して 0.15～0.3kgと少なくて済む。 
また、このセラミックは高温で磁器として焼成しているため、表面に吸着性はなく、触媒として機能します。その

ため、定期的な交換やメンテナンスは不要のため、維持管理費がほとんどかからない。 

18 住友電工ファイン
ポリマー株式会社 

膜分離活性汚泥処理用・

分離膜モジュール 
活性汚泥により浄化(脱窒、脱リン)した水と汚泥その他固形分とを分離するためのフィルターモジュール。本製品

は孔径 0.1ミクロン、0.45ミクロンなどの均一な孔径を有する分離膜の集合体(ろ過器)である。 
本製品を組み込んだ膜分離活性汚泥処理装置は脱窒、脱リン機能がある(よって間接的な役割ではある)。ただし、

膜分離活性汚泥法そのものが、水質確保、安定性、容積効率など多くのメリットがあるため国内外で普及している。

この装置における重要部品となるのが当社分離膜モジュールである。特に当社製品は膜材質が PTFE(四フッ化エチレ
ン樹脂)である(世界唯一)。この樹脂はほぼすべての化学種に対して安定できわめて安定な素材なため他素材を用いた
類似製品に比べ長寿命が期待できる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
19 日本水産株式会社 トラフグの陸上循環養殖

技術 
トラフグの残餌や排泄物を物理的に回収し、またアンモニアを生物濾過を通して処理しながら換水を最小限に抑制

することにより、環境への栄養負荷を低減する陸上水槽を用いた養殖システムの技術評価。 

19 日本水産株式会社 ブリの海洋生簀における

残餌監視型自動給餌技術 
残餌の発生による海洋への栄養負荷が考えられる生簀養殖において、残餌センサーを備えた給餌機システムを用い

て残餌を極力出さず、餌の効率、コストを抑えた給餌方法を開発する。 

20 池田建設工業株式
会社 

浚渫泥土処理システム 浚渫泥土処理システムは、海底及び湖・沼底などの堆積土を高濃度薄層浚渫圧送船によって浚渫し、含泥率 70%以
上の浚渫泥土を管路ミキサと固化材(石膏系)によって撹拌・混合を行い、改良土を作り出すシステムです。  
＜特徴＞ 
・従来に比べて小面積で処理ができる。  
・余水処理が不要。 
・管路ミキサの特性によって均質な改良土が得られる。 
・処理後、ダンプトラックで即時に搬出できる。  

23 大成建設株式会社 底泥置換覆砂工法 底泥置換覆砂工法について、底泥置換覆砂工法は、湖底の砂質土をジェット水流で吹き上げて覆砂する工法で、通

常の覆砂工法では外部から砂を投入する必要があったのに対して、本工法は砂投入が不要になるという長所がある。

室内水理実験、諏訪湖や宍道湖での実証実験を実施済みで、覆砂による底質浄化効果と生物復活効果が確認されてい

る。 
なお、本技術は平成 14年度の土木学会環境賞を受賞したものである。 

23 大成建設株式会社 浚渫ヘドロを用いた干潟

再生工法 
浚渫へドロを用いた干潟造成工法について、三重県の英虞湾において、地元漁業者と一体になって小規模な人工干

潟実験に取り組んできた。従来、人工干潟の造成には清浄な砂質土が用いられてきたが、英虞湾における 3年間の現
地実験結果により、砂質土に 30～50%程度の浚渫へドロを混合した土壌において、多くの干潟生物が生息することが
明らかになった。この成果を元に、人工干潟について、三重県、三重大、民間企業などが参画した三重県地域結集型

共同研究事業において、大規模な干潟を造成し実証検証を行っている。 
なお、本技術は平成 13年度の土木学会環境賞を受賞したものである。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
23 大成建設株式会社 アマモ自然繁殖工法 アマモが本来持っている自然の発芽力と増殖力を最大限活かすことにより、移植用マットの設置と移設を行うだけ

でアマモ場が再生できる『自然繁殖工法』を開発し、三重県の英虞湾でアマモ場再生技術の実証に成功した。 
アマモ自然繁殖工法は、アマモの自然の発芽力や増殖力を利用した移植法で、以下の 2ステップにより天然のアマ

モ場にダメージを与えることなく効率的にアマモ移植が可能となるものである。 
第 1 ステップ:天然のアマモ場に移植用のマットを設置し、マット上にアマモ種子が自然落下して発芽することによ
り、マットにアマモを定着させる。 
第 2ステップ:アマモが定着したマットを移植地へ移設し、アマモの移植が完了する。 
本自然繁殖工法の特長を以下に示す。 
①アマモの種子や株を採取する必要がないので、天然のアマモ場へダメージを与えない。 
②移植作業はマットの設置と移設という簡単な作業のみであることから、アマモ移植の作業効率が格段に向上する。

従来の移植工法に比べて、コストならびに工期とも 1/2以下となる。 
③マットは、環境への影響の少ない天然素材(1～2年で自然に分解)を主体とし、波や流れにより流出しにくい構造を
持つ移植用マットを開発したことにより、移植したアマモの定着率が向上する。 

23 大成建設株式会社 高酸素発生装置 内湾や湖沼の水質改善手法として、貧酸素化が顕著な水域の底層付近に酸素を供給して溶存酸素量を増加させる方

法が用いられている。従来型の酸素供給方法は、水中での曝気法、揚水した水を曝気して再び底層付近に放流する方

法、微細気泡を水流で底層付近に供給する方法などがある。いずれの方法も、供給できる溶存酸素量は飽和酸素量以

下となることから酸素供給効率に限界があること、微細気泡により懸濁物質や海底面上の浮泥が浮上することなどの

問題がある。一方、理論上では高圧下において大気圧での飽和量以上に酸素を溶存させて、過飽和の高濃度酸素水を

発生させることが可能である。 
そこで、本研究では、気泡をほとんど含まず、かつ、溶存酸素が飽和酸素量以上に含まれる「高濃度酸素水」の発

生装置を開発して、貧酸素水域に効率よく酸素を供給するシステムの確立を目指した。本装置の原理は図１に示すよ

うに、まず、加圧水槽で水域から取水した水を加圧して過飽和の高濃度酸素水を生成し、次に、貯留水槽で気泡を除

去して過飽和の状態で水域に放水する。本研究では、バッチ式及び連続式の高濃度酸素水発生装置を製作し、室内実

験により溶存酸素量を増大させる改良を加えた上で基本性能を評価した。さらに、連続式の装置を用いた実海域実証

試験を行い、本装置による貧酸素水域の改善効果を検証した。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
24 日立造船株式会社 担体添加活性汚泥法(ペ

ガサス) 
本法は、硝化菌等の微生物を包括固定化した担体(ペレット)を循環変法の好気性タンクに添加し、主に硝化に要す

る時間を短縮することにより、標準活性汚泥法の滞留時間内で BOD、窒素同時除去を行う硝化促進型循環変法であ
る。 
また、リン除去についても、生物学的脱リン法や凝集剤添加法を組み合わせたシステムにより対応ができる。 
本技術は、し尿及び浄化槽汚泥の処理を対象としたもので、浄化槽汚泥混入比率が 50%以上の場合において適用可

能な処理技術である。本技術の特徴は以下の通り。 
24 日立造船株式会社 浄化槽汚泥混入率の高い

し尿に対応した膜分離高

負荷脱窒素処理方式 ①浄化槽汚泥は繊維類などの固形分、油分を含むため、前処理工程において余剰汚泥とともに脱水処理を行い後段の

処理工程への負荷を軽減する。 
②生物脱窒素処理設備と膜分離装置への流入汚泥を軽減することにより、フラックスを高める。 
③無機凝集剤を添加して膜分離をすることにより、COD、色度を除去し、活性炭吸着処理の負荷を軽減する。 

24 日立造船株式会社 MAP 法によるリン回収 
資源化システム 

本法は、し尿・浄化槽汚泥を前処理する段階でマグネシウム剤を添加し、アンモニアの存在下でし尿等に含まれる

リン酸と反応させ、リン酸マグネシウム(MAP)として回収・資源化する技術である。 
また、回収したMAPは、｢複合肥料の化成肥料｣としての規格を満たし、溶性リン酸の含有率が 28%以上と高い形

での回収が可能。 

25 ナカシマフﾟロヘﾟ
ラ株式会社 

密度流拡散による水域の

上下循環と流動促進によ

る生態系の回復 

水中に鉛直に配した１本の長いパイプの上から表層水（低密度）、下から低層水（低密度）を同時に取水し、中間

で混合して中間密度の水を全方向（３６０度方向）に吐き出す。吐き出した水は、表層水と低層水の間を重力の力に

よって水平方向に遠くまで流れてゆき広範囲に拡散する（密度流拡散）。 
これを連続することで、低層から貧酸素水塊の揚水除去、低層／中層／表層に流場を生成、低層へ酸素供給 躍層

の破壊、水温変化、等が同時に作用を始め、プランクトンの異常増殖の抑制や底生生物たちの活性が促進され、生態

系の復活が期待できる。 
揚水機能と移動性（アンカー係留のため）に着目して、浚渫窪地の貧酸素水塊の除去に特化した活用も可能である。 

25 ナカシマフﾟロヘﾟ
ラ株式会社 

軸流ポンプによる海水交

換 
閉鎖された水域は、湾口が狭く浅くて湾央が広く深くなっている矩形が多く、必要とする海水交換が潮汐のみでは

不十分で、やがて貧酸素による諸問題が生じている。そのような水域の湾口近くに海水交換装置を沈め、その両側に

必要な長さのパイプを接続して、湾外の新鮮な海水を湾内に導入する。導入量に見合う湾内の表層海水が湾外に排出

され、低層の好気化と表層の温度低下とが期待できる。 
この水流発生機は、可逆式（逆転も可能）であるため、湾内の貧酸素水（低層）を湾外に排出することも出来、双

方向の活用が可能である。この技術は、低動力で低層水をうまく動かすことがポイントである。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
26 大晃機械工業株式

会社 
原位置式高濃度酸素水製

造装置を用いた湖沼の底

質改善技術 

閉鎖性水域では夏季において水温躍層が生じ、底質（底泥）が嫌気化して水質悪化の原因となる栄養塩類が溶出す

ることが知られているが、この栄養塩類の溶出を抑制する方法として、底質に酸素水を供給して好気化する技術が開

発されている。しかし、湖沼は一般に水深が深いほど水温は低くなっているため、温度が変化した（高い）酸素水を

供給すると、底質から離れた供給水温と同じ温度層に広がるため、底質に対して効率よく作用しない問題がある。 
当社技術は高効率で酸素を水に溶解させる装置を湖沼に沈め着底させ、水温躍層の形成によって貧酸素化した底層

水をその場（原位置）で高濃度酸素水に改質することによって、水温変化を生じさせることなく連続的に供給するも

ので、底質直上に酸素水を効率よく広げることができる技術である。この技術によって生成した酸素水は直接底質に

作用するため、効率的に底質からの栄養塩類の溶出を抑制することができる。 

27 株式会社日立製作
所 

下水高度処理監視制御技

術 
窒素・リン除去を目的とした下水高度処理プロセス(嫌気好気法;AO法、嫌気無酸素好気法;A2O法など)向けの監視

制御技術であり、以下の 4つの特長技術を開発済みである。 
①活性汚泥プロセスシミュレーション技術:独自の活性汚泥モデルに基づき、プロセス仕様、流入下水水質、運転条件
等の入力で処理水質を予測することが可能 

②窒素除去制御技術:水質予測に基づき運転条件(溶存酸素濃度、循環液量など)の最適化が可能 
③リン除去制御技術:水質予測に基づき運転条件(溶存酸素濃度、循環液量など)の最適化が可能。また、リン除去率を
さらに向上させるための凝集剤注入制御の最適化が可能 

④環境負荷評価技術:各種条件(プロセス仕様、運転条件)における環境負荷(窒素・リン、CO2)を評価し、環境負荷低
減のための施策を検討可能 

27 株式会社日立製作
所 

流域汚濁負荷評価・監視

技術 
閉鎖性海域に対する窒素・リン排出源となる流域の汚濁負荷量を定量的に評価する技術であり、以下の２つの特長

技術を開発済みである。 
①流域汚濁負荷評価技術：窒素やリン排出の原因となる都市活動を説明するデータ（流域人口、鉱工業出荷額、下水

道普及率など）に基づき、窒素・リン排出量および水圏への流入量を定量的に評価することが可能 
②水圏監視技術：衛星リモートセンシングにより、閉鎖性海域や湖沼などの広域水圏を広範囲かつ高解像度で観測し、

窒素やリンなどの濃度分布を評価することが可能 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
28 村本建設株式会社 ダイオキシン類汚染水処

理装置｢アクリアDXN｣ 
○技術概要 
アクリア DXN は高速多層繊維ろ過方式を用いてダイオキシン類汚染水を浄化する処理装置です。低コスト、驚異
的な浄化能力、コンパクトで可搬式などの特長を備えている。 

○従来技術での対応 
膜ろ過、高度排水処理装置で対応している。 
そのため、これらの浄化技術は装置が大がかり、コストが大きい、処理量が少ない、メンテナンスが大掛かりにな

る。 
○公共工事での適用場所 
本装置の処理能力は各機器の構成を組み替えることで 2～15m3/hrまで幅広く対応することが可能である。したが
って、焼却炉解体工事 飛灰除染作業に使用する洗浄水の浄化、産業廃棄物処理場の浸出水の浄化、その他、ダイ

オキシン類に汚染された場所の水質改善にへと幅広く適用できる。 
○本技術の新規性(従来技術と比較して) 
・多層砂ろ過装置の利点を取り入れ、ろ材に繊維径の異なるアクリル製特殊繊維を使用して多層構造にしたところ。 
・従来は凝集攪拌しフロック生成後、単純に沈殿槽で沈降分離させていたが、本装置では二次凝集槽を設け、二次

凝集の反応過程で高密度なフロックを生成できる構造を有してる 
○期待できる効果 
・非常に高い浄化能力かつ大容量の処理ができる。 
・凝集材の添加量が少なくても、良好なフロックが安定して生成でき、スラッジの発生量を抑制できる。 

【処理装置の特長】 
１．低コストの実現 
これまでの常識を覆す低コストを実現しました。処理費は状況により変動はあるものの、他工法に比べ 1/10 以下

になります。 
２．驚異的な浄化能力 
これまでの実績では処理後のダイオキシン濃度は 0.03pg-TEQ/L以下であり、放流基準の 1/100以下に確実に浄化
します。 

３．高い処理能力 
装置の組み合わせにより、時間当たり 2m3～15m3の処理が可能です。 

４．コンパクトで可搬式 
4トントラックに積載可能な装置から大きな装置まで、いずれも可搬式で、どんな場所にも設置できます。 

５．メンテナンスが容易 
装置は全て開放型であることから、各機器のメンテナンスが容易である。また、ろ過槽は引出し収納型なので、繊維

ろ材を容易に交換できる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
28 村本建設株式会社 マッドリサイクラー(排

泥土再利用システム) 
○技術概要 
マッドリサイクラーは、水を利用し、地山を掘削する工法において、発生した掘削物を元の土砂と水に分離する工

程を一体の掘削システムの中で受け持つ。泥土圧式シールド工法では、発生した掘削物から再利用可能な土砂と泥

水を効率よく抽出分離し、廃棄物を縮減できる。 
○従来技術での対応 
分級せずに、そのまま産廃棄物として処分していた。したがって、資源として必要な砂礫まで余剰泥水と一緒に処

分するため、資源の有効利用ができない、産廃処分場の受入容積不足等の環境問題が発生。 
○公共工事での適用場所 
本装置の処理能力は各機器の構成を組み替えることで 8～20m3/hrまで幅広く対応することが可能である。泥土圧
シールド工事、河川・湖沼等の土砂浚渫、ダムの堆積土砂の撤去工事等の水質改善にと幅広く適用できる。 
※前処理として 20cm以上の玉石は事前に分級しておくことが望ましい。 

○本技術の新規性(従来技術と比較して) 
汎用性の高い装置を組み合わせることで、効率良く分級できる。分級時には特別な薬材等の添加材を一切仕様ない

ため、分級後の材料は非常に安全である。 
○期待できる効果 
・非常に高い分級能力かつ大容量の処理がある。 
・分級後の砂礫は資源として有効利用できる。余剰泥水はさら脱水され、園芸用資材等への有効利用も可能である。 
【処理装置の特長】 
１．多段式分離網で効率的な分離 
多段式分離網で効率的な分離従来の方式では排泥土をダイレクトに２mm程度の振動網にのせ、分離させていたが、
前処理として２０mm以上の礫や土塊を取り除くことにより、確実にしかも効率よく分離が可能となり、シールド
工事に対応できる十分な処理能力を有する。 

２．循環水洗浄による付着物の少ない土砂 
前処理機に排泥土投入時、礫取り網の排出側に循環水を噴出。循環水による洗浄を行うことで効率よく確実に砂・

礫に付着する排泥土を洗い流す。したがって、前処理機及び一次処理機の負荷が低減でき、ふるい網が閉塞する心

配がない。 
３．スクリューデカンタで確実な砂分離 
泥水をリサイクルする場合はスクリューデカンタにかけます。これにより泥水材としての高品質な性能が確保さ

れ、繰返しリサイクルしても大丈夫。また、シルト粘土が含まれている土質でも廃棄泥水の処理量を大幅に削減す

ることが可能。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
29 株式会社東京久栄 アマモ場の造成、アマモ

の移植 
１．アマモ場の造成:コロイダルシリカとともにアマモ種子をダイバーにより直接海底に散布、埋め込み、アマモ場を
造成する方法(特許取得)。 

２．アマモの移植:埋め立て等により消滅するアマモ場内のアマモを他地域に移植する。ダイバーによりアマモ株を採
取し、粘土結着を施して移植する(特許取得)。 

30 株式会社フジタ 生態系活用水浄化技術

(EWP) 
下水二次処理水や生活雑排水等の高度処理、湖沼や河川水の処理を目的として、ヨシ植栽湿地を造成し、処理対象

水および目標水質、水量に応じて土壌を選定し、水平方向と鉛直方向の浸透流れにより、単位面積あたりの処理水量

を多くすることができ、省スペース、高除去率で有機物、窒素、リンを除去するヨシ湿地浄化法。 
原水濃度が下水処理水二次処理水等の高濃度な場合、湿地内の水位を上下に変動させることにより、窒素、リン除

去率を向上させることが可能である。湿地構造、水位変動方法について、特許出願中である。 

30 株式会社フジタ 水質浄化護岸・擁壁 植栽可能な護岸・擁壁構造物内に土壌・礫などを充填材とする浄化部を設け、各種汚染源(道路排水や農業廃水等の
非特定汚染源、生活雑排水等の特定汚染源)からの汚水を流入させる。充填材に流入した汚水は、植物・土壌微生物・
充填材によって懸濁物がろ過され、有機物・窒素およびリン等が除去される。汚水の流出特性および汚濁負荷に応じ

た充填材の選定・施工(透水性、滞留時間、所要面積、有機物量等)ならびに護岸・擁壁構造と充填材の投入方法の設
計・施工を行う。また、護岸改修工事等では、現場発生土の性状によっては積極的に充填材として使用することも可

能となる。河川の護岸等で水面に接する部分は、礫を投入して礫間接触による浄化機能をもたせ、かつ魚巣ブロック

等を用いて生態系への配慮も行う。これらを組み合わせ、現地の条件に応じた計画を行う。なお、護岸・擁壁構造、

道路排水からの導水方法について特許出願済みである。 
特徴として、次のようなことが挙げられる。 

・植栽ブロックや多自然型護岸などの各種護岸、擁壁構造への適用が可能である。 
・窒素およびリンの除去能力が高い。 
・現場発生土を充填材として使用できる。  
・充填材上部に適切な植物を植えることにより、水辺の生態系や景観に配慮した施工が可能である。 
・水理条件に応じて水生植物を植えたり水面下を多孔質の護岸構造にすることにより、水生植物ならびに多様な水生

微小動植物の生息領域が拡大し、水域の自浄作用の向上が期待できる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
30 株式会社フジタ 干潟・浅場のマクロベン

トス生息場定量評価シス

テム 

干潟および浅場における水域の環境因子(底質:粒度分布、強熱減量等、水理:波浪、流速等、地形:干出率、勾配等、
水質:溶存酸素濃度、塩分等)から、マクロベントスの湿重量および種多様性(種数)を定量的に予測・評価するとともに、
マクロベントスの生息場としての適合度を 0～1 の指標で示すことにより、場の面積を乗じて干潟造成等の事業の実
施前後の影響(改善効果)を定量的に示す手法である。本手法については、特許出願中である。 

30 株式会社フジタ 汽水域ヨシ原再生システ

ム 
ヨシ(Phragmites australis)は淡水性植物であるが塩分耐性が高く、汽水域や河口などで見られる数少ない水生植

物である。汽水域のヨシ原では、アシハラガニや水鳥等の独特な水辺の生態系が形成される。また、有機物、窒素、

リンの浄化能が高い。本技術は、汽水域において計画地の環境条件(潮汐、湖水表層の塩分)に応じてヨシ原を成立さ
せるための計画・設計方法である。 
潮位や塩分が年間を通して変動する塩分の高い汽水域において、計画水域の降水量や潮位、塩分等のデータから、

復元するヨシ原根圏の土壌間隙水の塩分および干出時間を予測し、独自の塩分指標に基づくヨシの塩分耐性基準値を

もとに、ヨシ原の地盤高を計画設計する。本技術は、特許出願中である。 
特徴として、従来困難と考えられていた実用塩分 20PSU を超える高塩分の汽水域においてもヨシ根圏への塩分の

影響を減らし、確実にヨシを活着させることができる。また、 土壌構造、土壌改良、地盤高の設定等により、植栽

基盤として汽水域において適用が困難な浚渫泥土(透水性の低いシルト・粘土分の多い土壌など)も使用できることが
挙げられる。 



 

 

付
属

-11

ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
30 株式会社フジタ 浚渫土を利用したヨシ群

落再生技術 
湖沼等の閉鎖性水域の浚渫泥土は、有機物や栄養塩を多く含み、処分先の不足等の課題があり有効利用が課題とさ

れる。浚渫泥土に製紙工場から発生するペーパースラッジを再処理し、多孔質セラミックに再資源化した改良材(FT
マッドキラー)を使用して土質改良し、浚渫改良土を湖岸等のヨシ群落再生のための植生基盤土壌に使用する。所定の
締め固め強度にすることにより、窒素の溶出量を最大約 80%低減できるほか、在来工法の川砂を使用した場合と比較
してヨシの生育が向上し、水深がより深い水域までヨシの初期成育が向上する効果が得られる。 
土質改良材(FTマッドキラー)の主な特徴は次のとおりである。 

① FTマッドキラーは浚渫泥土と混合すると窒素、リンの溶出量を低減する作用がある。 
② 浚渫泥土に含有する栄養塩類等により、川砂と比較してヨシの生育が促進される。 
③ 浚渫泥土を瞬時に改質でき、所定の強度に締め固めることができるため、施工性が高い。また、施工後の圧密沈

下等による地形の変化が少ない。 
④ FT マッドキラーは他の土壌改良材と比較して化学的に安定したセラミックスであるため、化学的問題がなく、
ヨシの生育や生態系に及ぼす影響がない。 

 FTマッドキラー工法は、次のような技術登録が行われている。 
・NETIS(新技術番号 CB-010011)  
・国土交通省｢テーマ設定技術募集システム｣選定技術(平成 15年) 
・グリーン購入法特定調達品目候補群(ロングリスト)掲載 

30 株式会社フジタ 複合型植生浮島浄化法

(フェスタ工法) 
植生浮島を水域内に設置し、日光の遮蔽、動物プランクトンによる植物プランクトンの捕食、栄養塩の吸収、沈降・

付着作用等により植物プランクトンの異常増殖を抑制し、透明度の改善、COD、栄養塩(窒素、リン)を低減する。 
植生浮島は、植生基盤の高さを自由に設定できる機能を有しており、基盤高さの設定方法により抽水植物群落と沈

水植物群落の 2種類の植生浮島を配置する。 
水質が改善され透明度が改善された後、沈水植物浮島の周辺湖底に沈水植物群落の再生・拡大が可能になり、水域

の浄化機能の向上による長期的な水質改善を行う。 
※複合型植生浮島浄化法(フェスタ工法)とは、植生浮島の複合的な浄化作用を利用すること、および抽水植物と沈水
植物を複合的に利用した浄化法であることを意味する弊社の技術名称であり、フェスタ(FESTA)は、Floating 
island of Emerged and Submerged vegetation(抽水植物と沈水植物を用いた植生浮島工法)の略称である。
なお、本技術については、特許を出願中である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
30 株式会社フジタ カキ殻フィルター工法 洗浄し、スクリーニングしたカキ殻を、籠に充填し、通水性、溶存酸素濃度、船の航行等に考慮して水中に設置し、

カキ殻に着底するマクロベントスや微生物膜により水中の植物プランクトン等の有機態懸濁物質をろ過・分解し、水

質を浄化する。次のような特徴を有する。 
・高効率な水質浄化技術 
 付着生物量、季節によるが、浜名湖の実証試験結果より、2004年 8月の調査では、カキ殻充填籠 1m3あたり約
31m3/日の植物プランクトンを除去した結果が得られ、浮遊懸濁物質の除去効果が高い。 

(2)自然エネルギーによる浄化 
 潮流(潮の満ち引き)や吹送流(風力)を利用して浄化する。 
(3)カキ殻のゼロエミッション 
 貝養殖の副産物として発生するカキ殻を浄化資材に有効利用できる。カキ殻以外の貝殻についても適用できる。 
(4)水産業への配慮 
 多毛類等の底生動物が増加し、漁類の餌場の増加や漁礁効果が期待される。空隙率約 85%、表面積がカキ殻充填
籠 1m3あたり 156m2あり、浜名湖の実証試験では最大約 90kg-湿重のマクロベントスの着生が確認された。また、
カサゴ等の魚類が集まっているのを確認した。 

(5)景観への配慮 
 沖合に沈設するため、水域の景観を損ねない。 

30 株式会社フジタ カキ殻覆砂工法 貝殻の有する硫化物吸着等の機能に着目し、粉砕し加熱処理するなどの前処理したカキ殻粉砕物(以下、カキ殻サン
ド)を汚濁した底泥表面に被覆することにより、底質からの硫化物イオンの発生を抑制し、栄養塩の溶出を抑制する。
特に、底泥直上の硫化物イオンの発生抑制効果が高く、底泥直上の貧酸素状態を緩和する効果が高い。また、底質の

粒度が粗くなる物理的効果により、ベントスが増加するなどの効果がある。 

30 株式会社フジタ ドブガイ浄化法 淡水大型二枚貝であるドブガイをアオコが発生しているようなため池等に繁殖させ、植物プランクトンを捕食させ、

水質を浄化する。夏季に水温躍層画発達し、底層が貧酸素かするような場合は、補助工法としてマイクロバブル等を

設置し、底層の溶存酸素濃度を改善し、ドブガイの繁殖を補助する。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
31 株式会社ミナキア

ドバンス 
生体触媒機能を用いた微

生物活性化技術(商品名
ウォーターキーパー) 

ブロメライン酵素及び改質酵母菌の組み合わせによる複合体酵素で、酵素は汚染域でのみ抗菌力、高酸化力の働き

をし、改質酵母菌は通性菌であり(好気、嫌気で生存可能な菌)底質の嫌気状態に近い環境でその他の微生物の活性化
を補助する働きをする技術である。 
窒素は、脱窒菌が活性化して分解し、燐は燐を体内に取り込む燐同化菌が活性化して減少させるため富栄養化を改

善する事が大幅に出来る。この技術は微生物活性化であるので、原生動物、後生動物に対しても良い波及効果を持つ。

浄化プラントなど不要であるので、広範囲に及ぶ汚染域を浄化させることができる。1日の流入量に対して 8ppmを
規準に入れるだけで有機化合物、有害物質を分解させる。高濃度の窒素、燐の分解は畜産廃水で立証している。 

31 株式会社ミナキア
ドバンス 

生体触媒機能を用いた微

生物活性化技術(商品名
ウォーターキーパー) 

ブロメライン酵素及び改質酵母菌の組み合わせによる複合体酵素で、酵素は汚染域でのみ抗菌力、高酸化力の働き

をし、汚染水中で活性化している微生物を不触媒にして生存権を狭くしていく効果を持つ。 
改質酵母菌は嫌気水域環境にある底泥付近での他の微生物群の活性化に働きかけ有機化合物、有害物質を分解させ

て生態系回復に役立つ。 
汚泥の中にも多くの微生物が出現し汚泥分解を確実に行う。堆積汚泥中にもイトミミズ、糸ゴカイなどの後生動物

が生存してくる。この事は底質で生存するべき生物の生存権を回復させている事である。また、微生物の生存に対す

る連鎖が出来なければ出来ないことである。このような事が出来る技術である。 
弊社の技術は浄化用プラントは不要である。水の流れを利用すれば広範囲に出来る。水質汚染源分解と堆積汚泥分

解を同時に行うものである。 
＜ご参考＞ 32 日立プラント建設

株式会社松戸研究

所 

固定化微生物を用いた窒

素除去技術 http://www.hitachiplant.hbi.ne.jp/ 

32 日立フﾟラント建設
株式会社松戸研究

所 

膜分離活性汚泥法による

ノロウイルス除去 
＜ご参考＞ 
http://www.hitachiplant.hbi.ne.jp/ 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
33 エコトライ株式会

社(新日本製鐵株式
會社) 

炭素繊維製接触濾材を用

いた接触酸化法 
非常に細い(7ȋm)の炭素繊維を多数集積して接触濾材に加工することにより、比表面積を大きくとることが可能と

なった。それとともに高い生物親和性を持った繊維であるため、早期に生物膜を形成させることができる。 また高

弾性率を持ち高強度である炭素繊維の特徴を利用することによって、生物膜が形成された微生物担体の内部、外部と

もに閉塞障害を発生しない担体形状を得ることができる。開繊された炭素繊維製接触濾材は、生体系のポンプ機能と

よく似たファイバ-ポンプ機能を有する。その機能の働きによって、生物膜の成長促進、膜の剥離や落脱防止を行い多
量の生物膜の保持を可能としている。 

これらの特性を持つ炭素繊維製接触濾材を使用する接触酸化法は、微生物群が作る生物膜を量的に補強することが

可能となり、また余剰汚泥の発生を極めて少なくできる。比表面積を大きくとれる特性は、既存の浄化施設の処理能

力を増加させる場合には、反応槽の大きさを変えることなく表面積の増加を可能とする。生物膜を多量に保持できる

特性は、高次処理、とくに硝化工程に炭素繊維製接触濾材を有効に使えるものである。 

33 エコトライ株式会
社(新日本製鐵株式
會社) 

炭素繊維製人工藻 /藻場
作成、及び造成法 

生物親和性の高い炭素繊維で形成する人工藻を湖沼及び湾内に設置することで、早期に炭素繊維に微生物が付着

し、それを捕捉する微少生物が周辺に集まり、食物連鎖が形成され、小魚から中型魚、大型魚という生物が段階的に

発生する生態系を生成させることが可能である。つまり、微生物から派生する生態系を構築できる材料と成り得るも

のである。 
また、高弾性率、高強度の炭素繊維製人工藻は、藻場を形成させるにあたり、形状が開繊された状態で水中で揺動

するため、天然藻場により近い状況を作り出し、小魚の隠場や産卵場を形成することが可能である。 

34 川崎重工業株式会
社 

浮遊ろ過式生物膜ろ過シ

ステム 
河川水を直接浄化する｢浮遊ろ材式生物膜ろ過システム｣は生物処理とろ過処理を組み合わせた処理方式で、浮遊性

の発泡ポリプロピレンを充填したろ過塔に上向流で原水を流すことにより、発泡ポリプロピレンで形成されたろ過層

で SS 分を捕捉、除去する。これと同時にろ過層の表面や孔に形成された微生物膜と底部からの曝気により溶解性有
機物を分解、除去する。 
本システムの特長は、 

・ろ材が不定形で、かつ比表面積が大きく多くの微生物を保持できるため、高い BOD 容積負荷での運転が可能であ
る。 

・生物膜と水の接触効率が良く省スペースの施設となる。③ろ材の比重が小さく浮遊しているため流動性が高く、目

詰まりが生じにくく頻繁な洗浄が不要である。(財団法人 土木研究センター 土木系材料技術・技術審査証明 第
1016号) 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
35 中電技術コンサル

タント株式会社 
マイクロバブル底層水質

改善システム 
近年、ダム貯水池、湖沼、内湾等の閉鎖水域における水質汚濁・富栄養化の進行は、重要な解決すべき問題となっ

ている。特に、閉鎖水域底層へのヘドロ堆積と底層水の貧酸素化は、有害な金属塩類や藻類増殖の基となる栄養塩類

の溶出、さらには青潮の原因物質である硫化水素の発生などの原因となっており、様々な利水障害や環境悪化を招い

ている。 
マイクロバブル底層水質改善システムは、水域底層の貧酸素層に直接超微細気泡（マイクロバブル）を送り込み、

その高い酸素溶解効率と拡散性、ならびに密度流現象を利用することにより、底層の溶存酸素を効率よく回復させる

とともに、これに伴って底泥からの水質汚濁物質や金属塩類の溶出と、硫化水素の発生を防止するものである。 
その曝気方法は、従来的な気泡による流動循環やプラント装置内での曝気とは異なり、貧酸素層に直接酸素を送り

込むという従来にない新しい手法であり、躍層破壊や底泥の巻上げ等に伴う二次的な障害を生じさせないことが特徴

である。 

36 中電技術コンサル
タント株式会社 

石炭灰製品を用いた河川

底泥改善技術 
石炭灰製品を用いた河川底泥改善技術とは、河川感潮域に堆積した有機泥(シルト・粘土)の中に石炭灰製品を透水

材料とした浸透柱を設置し、潮汐の干満を利用して有機泥内の鉛直方向の水循環を起こすことにより、泥内に酸素を

供給することができ、生物の生息環境を改善させることが期待できる。現地実験結果により、以下のような底質改善

効果が挙げられる。 
1) 浸透柱を設置することにより、浸透柱内での間隙水の流動が促進され、浸透柱周辺の泥層の還元状態が改善され
ていることがわかった。 

2) 実験現場の底質粒度は、細砂以下の粒径が 40%以上を占めており、比較的生物の生息しにくい環境でありますが、
浸透柱周辺で確認された底生生物は、チゴガニなどの節足動物や軟体動物の生息が多く確認され、生物の生息環境

が改善されていると考えられる。 
3) 浸透柱内の水循環は、浸透柱内に河川水が満たされた後にも、浸透柱下の砂層において地下浸透による水圧低下
が起こっていることから、浸透柱内に酸素が供給されていることがわかった。 

4) 浸透柱内に流入する河川水は、鉛直方向からだけではなく側方方向からも確認されたことから、側方への酸素供
給により浸透柱周辺の底質浄化が期待できる。 

5) 浸透柱内は好気的な状態が保たれていることから、浸透柱内を浸透する懸濁物質の分解・無機化が急速に進行す
ることが期待される。 
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37 中電技術コンサル

タント株式会社 
環境浄化防波堤(3 次元傾
斜型透過堤/海水交換) 

静穏度を保つための従来型混成防波堤は、その構造的性質上、港外側と港内側の海水を遮断してしまうため港内海

水の滞留を引き起こす原因となっている。この港内海水の滞留は、海水内の溶存酸素不足等をまねき、海中環境に対

して悪影響を及ぼすことが懸念される。本技術は、波エネルギー利用型の３次元傾斜型環境浄化防波堤を開発したも

のである。 
１）波エネルギーを利用する海水交換技術： 
 直立壁天端が水面に近い場合には波の一部が壁を越えてゆき、越えた分のエネルギーは壁の裏側に水位上昇など

の形で貯えられる。このエネルギーを利用し海水交換を行うことが出来る。波が斜面を駆け上がる性質を利用すれ

ば、さらに効率的にこのエネルギーを貯えることができる。 
２）新開発の３次元傾斜構造による環境浄化防波堤： 
 瀬戸内海などでは、干満の差が大きく従来型の海水交換堤では性能を十分に発揮することが出来なかった。そこ

で、３次元傾斜構造を新たに開発し、その問題点を解決した。 
３）斜面要素の断面導水量計測試験（三次元模型実験）： 
 ３次元傾斜(防波堤幅方向傾斜＋長手方向傾斜)の場合の導水量を把握するため、実際に３次元傾斜型の模型を製
作し、その導水量を計測した。その結果を元に導水量の推定モデルを構築し海水交換シミュレーションなどに用い

ている。 
４）環境浄化堤に関する波力・導水量の評価技術： 
 水槽試験により得られた導水量モデルを元に、海水交換評価解析法を開発した。 

38 株木建設株式会社 高濃度薄層底泥浚渫船

(クリアウォータ工法) 
底泥浚渫船(クリアウォータ号)は、ラダー先端に採泥器を備え、船体をスイングして負圧吸泥タンクにより連続吸

引浚渫を行う。タンクよりホッパーに排出し、振動篩にて異物除去を行い電動式液圧ポンプで圧送し処分地に排泥す

る。キックスパッド装置により掘跡が重複せず、余分な水を吸引しない高濃度浚渫ができる。自動運転制御システム、

GPSなどの高精度・効率的な施工管理システムで施工する。以下の特徴を有する。 
① 高濃度(含泥率 50%以上)、薄層(泥厚 30㎝)浚渫が可能。 
② 高精度で効率の良い浚渫が可能。 
③ 広範囲な土質に対応可能。  
④ 遠距離送泥(10,000m)が可能。また、中継ポンプを使用して超遠距離送泥が可能。⑤ 船体が分割・可搬式のた
め、遠隔地・内陸部などへの輸送が可能。 
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38 株木建設株式会社 高速水質浄化システム 河川や湖沼の閉鎖性水域等の水質を改善する技術であり、浮遊している懸濁物質を極めて高速に固液分離し、低コ

ストで大量に浄化する水質浄化技術で、処理水も安全である。また、環境条件や用途に応じて、陸上プラント処理方

法や船上プラント処理方法が可能である。海域に適用する場合は浮泥を多く含んだ水を処理する。 
凝集沈殿方式による水質浄化に比べて以下の特長がある。 

① マイクロサンドを利用することにより処理時間が短縮できる。 
② 汚濁水を連続で処理することが可能で大量に浄化できる。 
③ 処理施設の小型化が可能で大幅なコスト削減ができる。 
④ 水道水浄化で許容されている高分子凝集材を許容水準範囲で使用しており処理水は安全である。 

39 大豊建設株式会社 浚渫土砂再生処理工法

(高圧脱水減容化システ
ム) 

閉鎖性水域に於ける生態系への悪影響を及ぼす底質を浚渫除去した後、その土砂を干潟や藻場の造成に有効活用す

る技術。ゴミを産業廃棄物とし、砂・レキはそのまま再資源化が図れる。分級で分けられた細粒分(シルト粘土分)を
高圧(4MPa)脱水処理をし、強度のある盛土材(脱水ケーキ)として再資源化を実現する。 
｢浚渫土を分級して高圧脱水処理をする｣点で類似工法はあるが、この工法の大きな特徴としては『解こう機』を用

いることである。この処理により、後工程の分級をスムーズにかつ確実に行うことが可能となり、｢干潟や藻場の造

成｣材など海中盛土材として、高い強度と耐久性のある脱水ケーキが製作可能な工法と考えられる。 

42 株式会社竹中土木 アグリシｬフト(畜産廃水
処理システム) 

搾乳牛の糞尿を固液分離したスラリー成分(BOD 10,000～30,000mg/㍑)を、超深層曝気法による好気性分解と嫌
気性分解とを組み合わせたシステムにより浄化する。公共用水域へ放流する場合は、浄化液に凝集剤を加えて、全量

脱水する。超深層曝気法とは、深度 40～60mの深井戸型曝気槽を有する活性汚泥法の一種である。 



 

 

付
属

-18

ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
43 株式会社奥村組 コンパクトウエットラン

ド 
｢コンパクトウエットランド｣とは、河川等の水質を浄化するシステムで糸状の生物担体を充填した前処理施設と植

生を利用した浸透流タイプの湿地浄化を組み合わせたものである。ウエットランド自体の構造や基盤の材質を工夫す

ることで、少ないスペースでより効果的な水質浄化を可能にした(独立行政法人 土木研究所、(財)土木研究センター
および民間 11社による共同開発)。 
｢栄養塩類対応型コンパクトウエットランド｣ 
チッソ、リンといった栄養塩類に対応でき、省面積・高効率で処理可能なため都市部においても設置できる自然

創出・メンテナンスフリー型の水質浄化施設である。上部にはトンネル工事で発生する脱水ケーキを用い、下部に

は安価な砕石を用いている。また、その中間部にはチッソの脱窒を効率的に図る目的で還元用鉄粉を混入した砂層

を設けている。上部の植生は利用価値が高い｢エンサイ｣や、ピンクの花が綺麗な｢ミソハギ｣なども採用でき、従来

の｢アシ・ヨシ｣に代わる植生でも対応可能である。下水処理場からの栄養塩類豊富な放流水を親水施設やビオトー

プに用いる場合に適用するなど、自然創出を図ることが出来る。 
■用途 
・市街地の汚濁が進んだ中小河川の浄化 
・ビオトープの創出 
・下水処理場放流水等の富栄養塩類対策(高度処理) 
■特長 
１．浸透流方式・空隙率の高い人工メディア基盤によりウエットランドの大幅な省面積化ができる。 
２．ウエットランドでのろ過・分解作用により SSの少ない極めて清澄度の高い水質が得られる。 
３．バイオリアクターで発生した余剰汚泥をウエットランドで処理できますので、維持管理が容易になる。 
４．河川景観の維持・創造が可能である。 
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43 株式会社奥村組 ハイブリッド浮島 ■概要 

ダム湖や湖沼などの閉鎖性水域における水質浄化の意味合いは、単なる水の浄化に止まらず、"親水性の向上"や"
生態系の創造"といった総合的な水環境改善に変化しつつある。 
ハイブリッド浮島は、景観および生態環境の環境整備に貢献する方策として注目されている浮島と都市排水路の浄

化や事業所排水の処理などに多くの実績を持つ糸状生物担体を組み合わせた独特なシステムである。ハイブリッド浮

島を水際に配置すると湖心からの波浪が抑制されて湖岸の植生帯を回復させることができる。さらに浮島の下に取り

付けた糸状生物担体によって魚卵の付着や魚類の生息空間を創出することができる。 
(建設省土木研究所、(財)土木研究センターおよび民間 11社による共同開発) 
■用途 
・波浪の抑制による沿岸域の浸食の防止および沿岸の植生帯の保全 
・静穏な水域の創出および稚仔魚に良好な採餌場・かくれ場の創出 
・浮島上に植栽された植物による沿岸域の景観の向上 

■特長 
１．浮かぶ生物生息空間(ビオトープ)として水位変動の大きい環境に対応でき、急斜面の水際に平坦な水際環境を創
出できる。 

２．浸食による漂砂を阻止するための補助施設として比較的容易に設置できます。 
３．土砂を投入することなく沿岸植生帯が維持されるので、湖沼の湛水量に及ぼす影響を抑制できます。 
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43 株式会社奥村組 海水交換型防波堤 ■ 概要 

防波堤や離岸堤は静穏域の確保を目的とした構造物だが、波を遮断するとともに海水の循環をも妨げ、水質の悪化

が問題となることがある。海水の交換機能を有する透過性の防波堤には、浮体式や潜堤が考えられるが、波の遮蔽と

海水の交換機能は相反する課題であり、これらの構造物によって波を十分に遮断することは難しいのが現状である。

港湾などの水質悪化の原因には、船舶からの漏出油や人的なゴミ投棄などが考えられるが、汚濁の負荷量を考えれば、

海水循環を促す適度な流れによって港内の水質維持は十分期待できる。本技術は、従来の防波堤に特徴のある通水路

を設けることで、効果的に波を遮断し海水の循環を促す海水交換型防波堤を構築するとともに、港内の静穏度や港内

水質の評価を行う。 
■ 特長 
 １．防波堤によって閉鎖的になった港内の水環境の改善を図る。 
 ２．効果的に波の透過を抑え、海水の循環性も優れている。 
 ３．漂砂による通水路の埋没など、海水循環の阻害要因がない。 

44 日本碍子株式会社 A20法(嫌気・無酸素・好
気法) 

基本的には標準活性汚泥法における生物反応槽をベースに改良された方法である。反応槽を①嫌気槽、②無酸素槽、

③硝化槽の 3つに分け、③⇒②への内部循環ラインを設ける。窒素、リンの除去は以下の原理による。 
◎ 窒素除去 
【硝化槽(硝化)⇒ (内部循環) ⇒無酸素槽(脱窒)】 
以下の 2工程で窒素を除去する。 
・硝化:硝化槽(好気状態)で硝化菌の作用でアンモニアを硝酸に酸化 
・脱窒;無酸素槽(無酸素状態)で脱窒菌の作用により硝酸を窒素ガスに還元 

◎ リン除去 
以下の 2段階でリンを除去します。 
・嫌気槽で活性汚泥内のリンを水中に放出する。 
・硝化槽で活性汚泥は水中のリンを摂取。この場合、嫌気槽で放出した以上に過剰摂取するため、原水中のリンが

除去される(液中⇒活性汚泥へ)。 

44 日本碍子株式会社 担体添加型 A20 法 (嫌
気・無酸素・好気法) 

窒素、リンの除去原理は A20法(嫌気・無酸素・好気法)と同様である。無酸素槽、硝化槽に微生物保持担体を入れ
ることにより硝化菌を高濃度に保持できることから、従来の A2O 法に比べ、槽容量を削減でき、設置スペースが小
さくできる。 
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44 日本碍子株式会社 バイオスチルプロセス

(浮上担体式無酸素-好気
性ろ床法) 

窒素、リンの除去原理は A20 法(嫌気・無酸素・好気法)と同様である。また、担体法と同様に担体(特殊浮遊ろ材)
に微生物を保持することにより処理時間の短縮を図る。バイオスチルは、上向流固定床型ろ過装置に散気装置を配置

した構造となっている。内部は無酸素の脱窒部と好気の硝化部に分かれており、この部分に特殊浮上ろ材が充填され

ている。 
(1) 処理工程 
 流入水は浮上ろ材を充填したろ床の下部から上向流で通水させ、硝化処理に必要な空気はろ床中段から供給す

る。硝化槽で硝化させ、その硝化液を脱窒部へ内部循環し、脱窒させ、窒素除去を行う。また、浮遊物はろ材間に

捕捉され、除去される。 
(2) 洗浄工程 
 処理を継続すると、除去された浮遊物の蓄積やろ材に付着した生物膜の肥大により、ろ過層のろ過抵抗が次第に

増加する。それらを除去するために、ろ層下部からの空気洗浄と下向流の水洗浄(処理水を使用)の組み合わせで効
果的な自動洗浄を行い、槽外に排出し、常に最適な条件で処理できる。 

45 東洋建設株式会社 空気圧送方式による敷

砂・覆砂の薄層撒出工法 
本工法は、空気圧送船を用いて、軟弱地盤上に敷砂や覆砂を行うために開発した工法である。臨海部や人工島など

を浚渫土砂で埋め立てる場合、表層の軟弱な地盤上にジオテキスタイルを敷設して敷砂を行う表層処理工事が実施さ

れることがある。また、水底のヘドロを封じ込め、水質改善・浄化のためにヘドロ上に薄層で敷砂する覆砂が行われ

る場合もある。これらの施工にあたっては、砂を薄く均一に低衝撃で散布することが求められる。空気圧送方式は、

通常、浚渫土などの粘性土砂を空気エネルギーによって高濃度(高含泥率)で輸送するために開発された工法であるが、
養浜砂の圧送工事などで、砂を対象とした施工実績も積み重ねてきた。本工法は、このような背景をもとに空気圧送

船の適用技術を拡大するために、同船を用いて地盤を破壊することなく軟弱地盤上に均等な薄い砂層を形成する敷

砂・覆砂工法として開発したものである。 
施工方法としては、空気圧送される砂・水・空気からなる混相流を砂撒き台船に搭載した 2連式サイクロンによっ

て減勢させた後、ちり取り状の排砂シュートに排出し、薄層となって水面に撒き出すものである。散布台船の吃水は

30cm程度であるため、水深が 1m程度の浅水域での施工が可能である。また、散布台船に搭載されたGPSと磁気ジ
ｬイロで構成される船体測位システムと水準測量の結果をディスプレイ上で一元管理することによって、薄層の層厚

管理ができる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
45 東洋建設株式会社 高濃度底泥浚渫工法｢カ

レン工法｣ 
ロータリーシェ-バー式浚渫システムを搭載し、底泥を所定の厚さで切削、堆積に近い状態で取り込むことにより高

濃度な浚渫を行う。また、底泥を薄層に正確に浚渫することで周辺水に与える水質汚濁の影響を最大限抑える。細粒

土の比較的高い含水比を有する軟泥に適している。 
＜特長＞ 
1) 機械式切削機構に吸泥の機能を付加した集泥機で高濃度な浚渫が可能である。 
2) 運転管理システム、RTK-GPSを利用した施工管理システムにより精度よく薄層浚渫を行う。 
3) スイング運転制御、前後進運転制御等を自動化。また、スパッドキｬリッジを採用し運転効率の向上をはかってい
る。 

4) 船体は分割型となっており陸上輸送が可能である。 
民間建設技術評価取得｢一般課題｣(H12.9:旧運輸省) 

45 東洋建設株式会社 過熱水蒸気による底泥浄

化技術 
本工法は飽和水蒸気をさらに加熱した過熱水蒸気を利用して、富栄養化の浚渫底泥を直接過熱水蒸気に接触させ

て、有機物由来の窒素等を浄化するものである。過熱水蒸気により、浄化されるものは、有機物、有機物由来の窒素、

硫化物、油分、COD等を除去及び低下できる。密閉処理炉内は、過熱水蒸気により低酸素雰囲気(還元状態)であり、
処理に伴うダイオキシン等の有害物質の発生量も燃焼処理に比較してきわめて少ない。処理した後の土砂の含水量は

5%以下の状態になり、乾燥減容化が可能である。また、浄化土砂を覆砂の代わりに現位置還元することもできる。 

45 東洋建設株式会社 播種シートによるアマモ

場造成法 
アマモ種子を付着させたロール状のシートを船上より一気に海底に敷設し、所定の密度で大規模な播種を短時間で

行う方法。 
① アマモ種子や幼芽体の流出を防ぐ確度の高い播種法。 
② 環境負荷の少ない生分解性繊維を用いる等、環境にやさしい技術。 
③ 大量・急速施工による大規模なアマモ場造成が可能。 
④ ダイバー作業を極力減らすことにより、大幅なコストダウンが可能。 

45 東洋建設株式会社 生分解性シートを併用し

た干潟および浅場造成手

法 

近年、浚渫土砂を利用した人工干潟や人工浅場が各地で計画あるいは造成されつつある。ただし、用材として利用

される土砂が非常に軟弱な場合、最終的に覆砂などを行う際に、適切な施工ができない可能性が有る。 
東洋建設㈱では、このような問題を解決する手法として、｢生分解性シートを併用した干潟および浅場造成手法｣を

今回新たに提案する。通常の軟弱地盤の補強対策として利用される化学繊維を原料とするシートとは異なり、生分解

性材料であるポリ乳酸を原料とするシートを利用していることが大きな特徴である。 
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45 東洋建設株式会社 アオサの回収利用技術 沿岸域に打ち上げられたアオサをバックホウアタッチメントにより、吸引圧送し、淡水の貯留槽で塩分除去を行う。

塩分除去したアオサをミキサー等により細分し、水蒸気を利用した乾燥機により乾燥減容する。(生アオサに対して乾
燥アオサの重量は 1/10以下になる)。乾燥したアオサは、養鶏用の飼料として供給すると、鶏卵中のリチン分の含有
量が向上し、黄味の色が濃厚になり、鶏卵の付加価値を向上できる。また、淡水域の無害底泥と混合することにより、

リン、窒素を含有した土砂として農地に利用が可能であり、乾燥アオサは水分の吸収量が大きいため団粒化が可能と

なる。 

46 株式会社大本組 高速水質浄化システム 水環境に対する関心が高まり、河川や湖沼の閉鎖性水域では、よりよい水質改善が求められている。本システムは、

浮遊している縣濁物質を無機凝集剤、マイクロサンド、高分子凝集剤を用いて、極めて高速に固液分離し、大量に処

理する水質浄化技術である。浄化の仕組みは次のとおりである。 
① 汚染水に無機凝集剤を添加し、縣濁物質を集合させマイクロフロックを形成させる。 
② マイクロサンドを注入してマイクロフロックを重くする。 
③ 高分子凝集剤を添加して安定したフロックを作る。 
④ 凝集分離槽で固液分離した後、清澄液を放流する。 
⑤ 使用したマイクロサンドはサイクロンで分離し、循環・再利用する。 
⑥ 分離した縣濁物質は、廃棄物として処分する。 
 当技術は、土木研究センター・大本組・株木建設・五洋建設・東亜建設工業・東洋建設・西原環境衛生研究所・本

間組・りんかい建設・若築建設の共同開発である。 

46 株式会社大本組 環境保全型ハイブリッド

水質浄化システム 
本システムは、葦(よし)による植生、天然素材による多孔質接触材、プラスチック素材による紐状接触材を用いた 3

つの浄化施設からなり、薬品を使用しない自然の浄化作用を利用した環境保全型の水質浄化技術である。 
浄化の仕組みは、先ずポンプで汲み上げた汚染水を葦を植えた浄化施設に通し、植物との接触により水中の浮遊物

を沈殿させるとともに、水生植物が窒素やリンを栄養として吸収する。次にその水を、カキガラなどの多孔質接触材・

プラスチックの紐状接触材を設置した接触酸化施設へ通水し、接触材料に住み着いた微生物の働きにより水の中の有

機物を分解する。 
 当技術は、大本組・協和エクシオ・三洋テクノマリン・小楠溶接製作所の共同開発である。 
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46 株式会社大本組 高効率気体溶解システム 本システムは、低加圧で酸素等の気体を瞬時に飽和度以上に水と溶解させる気液溶解装置を使用するもので、湖底

に過飽和酸素水等を安定して供給することにより、好気性微生物を活性化し自然の浄化能力を促進させる水域環境改

善技術である。 
 なお、本装置は微細気泡を発生させることも可能であり、凝集剤を使用して、水中の浮遊物にこの微細気泡を付着

させ、気泡の浮力により水面上に浮上した浮遊物を回収することも可能である。 

47 飛島建設株式会社/
横河電機株式会社 

高濃度酸素溶解水を利用

した閉鎖性水域の底質・

水質保全技術 

本技術は高濃度酸素溶解水を生成する装置技術と、その高濃度酸素溶解水を閉鎖性水域の底層のみに供給する酸素

供給工法からなる。 
 高濃度酸素溶解水は気体溶解装置にて生成される。まずコンプレッサで大気中から空気を酸素発生装置(PSA)に送
り込み、約 90%濃度以上の酸素が気体溶解装置に供給される。気体溶解装置では、大気圧から 1気圧加え(2気圧)、
特殊な構造において原水と激しく混合させ、安定的に 50～70mg/L(水温 15度)の高濃度酸素溶解水を生成している。
また、本装置では気泡化(発泡)しないように、圧力、水量、水位等溶解タンクの諸条件をコントロールし、安定的に
高濃度の酸素溶解水を生成することに成功している。 
閉鎖性水域は、水温、塩分濃度、濁度等の密度差により成層化していることがある。高濃度酸素溶解水は酸素が水

に溶けた状態であるため、その密度差を利用し、酸素を底層のみに供給することが出来る。このため悪化している底

質成分を巻上げることなく底層水・底質を改善することが可能である。また高濃度である為、従来空気では不可能と

されてきた溶解性マンガン等の酸化も、ダム貯水池の実験で成功している。酸素の供給工法としては曝気と違い泡立

てや臭いを撒き散らすことなく酸素を供給することが可能である。 
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49 株式会社ファイン

クレイ 
閉鎖水域に栄養塩を蓄積

させない浸透ろ過装置、

｢パスカルフィルター｣ 

 用水池、湖沼、溜池、ダム湖、閉鎖性海域、いずれにおいても、栄養塩をいかに溜め込むかを競う構造が基本にな

っている。これが過度に環境、特に水域に蓄積している昨今、この基本構造を見直した。つまり流入した栄養塩が同

じ組成で流出するシステム、同じ場所に滞留させない構造を研究した。 
このため、生き物に関係する季節変化を考慮して、排出口を閉鎖域の底に設けるさまざまな工夫を多年にわたって

行った結果、比重、粘度の小さい表層水が短絡的に流出する水の流動特性を把握できた。ついで｢浸透ろ過される水

だけをくみ出す仕組み｣を鋭意研究した結果、閉鎖水域に栄養塩が蓄積しない仕組みを実現した。この装置の必要要

件として、パスカルの原理が作用するとみなされるので、これをパスカルフィルターと命名した。すなわちろ過面に

対して均等な圧力がかかり、植物等介在物がろ過面に緩やかに多重に集積繁茂し、この集積層がろ過機能を発現し、

目詰まりがほとんど起こらず、半永久的に浸透ろ過水が採取できた。 
この基本原理を市民公開で実証し、2年にわたる稼動状況を市民公開している。維持経費が小さくて、｢生き物が生

息して底がみえる水辺つくり｣として市民の共感を得ている。  

49 株式会社ファイン
クレイ 

生態系に必要充分な溶存

酸素を供給する循環装

置、｢ピタクロン｣R およ
び分級処理システム 

過度に蓄積されたリン、窒素の速やかな無害化対策としての酸化反応を採用するなら、酸化反応に必要充分な酸素

の供給が必要である。水中での大気ばっきの活発な泡立ち、マイクロバブルにしても、見た目の期待ほどの成果にな

らない。これは空気中 80%の窒素ガスの気泡による酸素の追い出し作用と見られる。 
標準的条件での飽和酸素濃度は約 10ppm、と極めて僅少であるが、溶解速度は極めて速い。従って大気に触れた水

を大量に供給する水循環の効率を高めることを鋭意研究した。この結果、円筒形反応容器内で旋回流を起して、その

旋回の中心底から採取した沈降濃縮液は充分に脱泡されており、新鮮気体を通じ元タンクに旋回流の駆動として戻す

と、反応済の気体が速やかに脱泡するので、広義の化学反応平衡が望ましい方向にシフトして、反応効率が高まるこ

とが実証できた。この結果の高度の水質浄化、放流水の水質が向上できた。大気中の酸素含有量は 20%で、予め 100%
近くに濃縮して通気するほうが総合的ランニングコストの低減になり、溶存酸素濃度を 5倍に高められ、更に高度の
処理のための、化学反応平衡、反応速度論的工夫を凝らすことに本技術装置の進歩、新規性がある。 
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49 株式会社ファイン

クレイ 
滞留し易い底域から揚水

する浸透濾過装置、｢パス

カルフィルター｣ 

秋から冬にかけて気温が水温より低いと、表層が冷却されて対流が起こり表層から酸素が底域に供給される。反対

に春から夏にかけて気温が水温より高いと表層が軽くなって対流が起こらない。かかる場合底域からポンプで吸引し

ても、設置当初は底域水を吸引するが、しばらくすると表層の軽い水を引く短絡流が形成される。清浄な表層水を集

める噴水設備に見た目しばらくはは適するが、底域の滞留域は酸欠腐敗が起こり、頻繁に水抜き清掃が行われる。薬

剤投入の場合生き物は生息できない。このような基本原理がおろそかにされたままでの設備が多く、水環境改善対策

が不十分に終わっている。 
水交換、水循環にさまざまな工夫が競われているが、諫早湾の潮止め堤防、長良川の洗い堰、ひいてはダム溜池の

不要論に至っている。このように課題と問題は山積し、水環境改善技術は数々あるので、その採水、揚水における問

題に絞ってこれを鋭意研究した。つまり問題となる底域から的確に揚水する技術として、浸透ろ過装置「パスカルフ

ィルター」を実現した。パスカルの原理が働くように仕掛けたフィルターから採水すると、広い範囲の底域から採水

可能になって、これをできるだけ遠くに移送すると広範囲の水域で鉛直混合が実現し、底の見える水辺つくりが可能

になった。この結果さまざまな分野での水資源開発が目指せる。 

50 電源開発株式会社
技術開発センター

茅ヶ崎研究所 

火山礫を利用した底泥浄

化技術 
本技術は、多孔性の火山礫を底泥に混合することで底泥の生態環境を改善する技術であり、底泥内の微生物や底生

生物による自浄作用が発現し、底泥を現位置で浄化する。 
火山礫は、湖水に含まれる栄養塩類を吸着するだけでなく、多孔質の素材が有する間隙を微生物が生活空間として

利用できる機能を有する。また、火山礫の混合により、底泥の通水性が向上し、底泥中へ湖水中の溶存酸素が供給さ

れ、好気的な環境となる。その結果、微生物による底泥の好気性分解が促進されると同時に、底生生物の移入が増加

します。これらの生態系を通じた物質循環による自浄作用が発現することで、底泥が浄化される。 
平成 15年 7月より、静岡県主催の｢浜名湖浄化技術発掘事業｣の中で本技術の現場実証試験(300m2規模)を浜名湖湖

奥部(引佐細江湖)の湖岸部にて実施しており、以下に示す結果を得ている。 
① 底泥内の好気性細菌数が増加し、好気性分解による高い底泥浄化効果が期待できる。 
② 底生生物の種類数、個体数が増加するなど底生生物の移入に適した生態環境へ底泥が改善された。 
③ 火山礫の混合率を 10%、20%(体積比)にすると、底泥内の有機物および T-Nは削減され、T-Pは増加が抑制され
るなど、底泥が浄化された。特に、混合率 10%で浄化効果が高くなる。 

④ 約 2年間の実証試験の期間中、浄化効果は持続している。 
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50 電源開発株式会社

技術開発センター

茅ヶ崎研究所 

環境コミュニティサイト

技術(インターネットを
利用した参加型環境保全

推進技術) 

本技術は、地域の自然環境に関するホームページを通して、環境情報を双方向で受配信、共有化することで地元の

人々の自然環境への関心を高め、環境を保全する技術である。具体的には、デジタルカメラで撮影した身近な環境情

報をホームページ上にて双方向で受配信すると同時に、地域の自然環境情報のデータベースとして蓄積、公開する機

能を持っている。また、このホームページを環境教育（自然観察会や総合学習）に活用することなどで、地元の人々

の自然環境への関心を高め、環境保全活動を継続させることができる。 
 さらに、本技術を流域からの人工負荷を削減する活動へ利用したり、各地域での環境保全活動を連携させるための

情報交換の場として提供することで、直接的、間接的に水質改善に寄与することができる。 

51 松下エコシステム
ズ株式会社 

脱窒材(アムテクリーン
N)、リン除去(アムテクリ
ーン P) 

バイオの力で脱窒・土壌浄化を原位置で実現。天然ヤシ等の植物性原料を主成分とする高級脂肪酸組成。高い安全

性と生分解性。 

51 松下エコシステム
スﾞ株式会社 

汚泥削減装置 超音波方式汚泥削減技術：超音波・生物分解による、集落排水など小型排水処理場における分散オンサイトの汚泥

処理装置を開発。省スペース、低ランニングコスト、省メンテナンスを実現。加熱エネルギーも薬剤も不要。 

51 松下エコシステム
スﾞ株式会社 

過酸化水素分解装置 Ｈ2Ｏ2分解フィルターを組み込んだカートリッジ触媒方式を開発。各種の工場排水処理施設における過酸化水素水

含有廃水を触媒の力で分解します。簡単取替え・メンテ、小型で施工が容易、低ランニンコスト。 

51 松下エコシステム
スﾞ株式会社 

F 系廃液処理設備・F 系
排水処理設備及びスラッ

ジの有価物回収 

フッ素を含む廃液の最適処理、排水中のフッ素分をスラッジ化し、有価物（蛍石）で回収再利用。 

53 株式会社鴻池組 高圧薄層脱水システム 高圧薄層脱水システムは、フィルタープレスの濾室の厚さを薄くするとともに、自動圧力制御された 2段ポンプシ
ステム(渦巻式充填ポンプ及び脱水圧力 1.5MPa のスクイズ式打込ポンプ)を採用することにより、河川湖沼の高含水
で難脱水性浚渫底泥を、短時間での大量処理と高強度の土木材料(脱水ケーキ)に改良することを実現した効率的で経
済的なシステムである。 
本システムで処理することにより、浚渫除去された底泥は大幅に減容化されるとともに、脱水ケーキは第 3種土質

材料(コーン指数 400kN/m2以上)としてリサイクルが可能であり、浚渫による窒素、リンの除去だけでなく、除去後
の底泥の処理量や処理費用の低減が図れる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
54 株式会社鴻池組 超微細気泡による生物接

触曝気式水質浄化法 
この技術は、水域内に直接設置できる、芯材入りひも状接触材と超微細気泡発生装置を組み合わせた水処理システ

ムである。芯入りひも状接触材は繊維素材を編み込んだ螺旋状の構造をしており、微生物や微小生物を効率よく付着

させ、生物膜の脱落の防止、汚濁物質の接触頻度の向上と、さらに汚泥の発生量が低減できるなどという特徴を有し

ている。超微細気泡発生装置は微細な気泡(10ȋm～100ȋm)を発生させ、循環流による水の流れを作り、酸素を効率
よく供給して、微生物の活性を図り、汚濁物質の分解を促進する。 
池で実施した実証実験では、リンの溶出抑制やアオコの発生防止に効果があった。また、有機汚濁物質や透視度の

改善効果も確認され、BOD5は 1ヶ月後に 6mg/Lが 1mg/Lに、透視度は 1ヶ月後に 40cmが 100cm以上となった。 
この技術は自然の浄化能力を強化したものであるため、メンテナンスが省力化でき、定期的な資材の補充や洗浄な

どの作業は不要である。 

55 (財)ひろしま産業振
興機構広島県産業

科学技術研究所 

有機性排水・余剰汚泥の

高効率嫌気性処理システ

ム 
(嫌気排水処理プロセス) 

UASBに代表される嫌気性処理法は、中・高温域かつ易分解性の産業廃水に広く普及し、好気性処理と比較して汚
泥排出量と消費電力量の少なさを証明している。しかしながら、下水処理にUASBを適用した場合、その処理水は中
程度(BOD除去率 70%程度)であり、後段処理によるポリッシュアップが必要である。しかし、国内では、季節による
温度変動がUASB処理性能(メタン生成)を不安定にし、それに伴う後段処理のプロセスダウンが懸念される。そこで、
UASBと好気性処理を組み合わせ、嫌気性処理をメタン生成のみに依存しない循環型システムを構築する技術を研究
中である。 
また、中高濃度の産業排水の実UASBプラントにおいては、排水基準をクリアするために後段に活性汚泥法を併用

している。しかし、活性汚泥法は余剰汚泥の発生、消費エネルギーが多いなどの問題がある。そこで、この処理方式

に変わるエアレーションを不要とする省エネルギー型システム(中温UASB+嫌気槽+スポンジ型散水ろ床)を開発し、
その処理特性について検討中である。 

55 (財)ひろしま産業振
興機構広島県産業

科学技術研究所 

有機性排水・余剰汚泥の

高効率嫌気性処理システ

ム 
(乾式嫌気消化プロセス) 

下水処理場から排出される脱水余剰汚泥（水分含量 80％前後）をそのまま用いて嫌気消化（メタン発酵）を行い、
有機物の除去及び 80％以上の減容化を可能とする乾式嫌気消化プロセスである。現在までに、汚泥から生物的にアン
モニアを遊離し、そのアンモニアを物理化学的に除去した後に嫌気消化を行う多段乾式嫌気消化法を考案、その有効

性を示した。処理性能の向上および長期処理安定性評価を目的として、研究室レベルでのアンモニア生成条件の最適

化を行うとともに、脱アンモニア汚泥を用いた長期メタン発酵試験を行い、40日及び 20日の汚泥処理速度で 200日
以上の持続的な乾式消化を達成している。現在、検討結果に基づき、アンモニア発酵槽およびアンモニア除去装置か

らなる、脱アンモニアベンチプラントを設計・製作し、試験運転中である。 
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56 鹿島建設株式会社 ロッチアーロ(高速凝集

生物ろ過システム) 
ロッチアーロは閉鎖性水域の懸濁物質や有機物の除去、及び窒素リン等の高速除去を目的として開発した浄化シス

テムである。システムの主となる装置は、塔状の容器に充填した各種のろ材(及びろ材表面に形成される生物膜)によ
り構成される高速凝集生物ろ過器になる。この装置にはろ過、凝集沈殿、接触酸化、硝化脱窒等の複合的な原理が集

約されており、浄化は対象水域中の水をこの装置に循環させることで進行する。本装置は基本的に自動運転であり、

またメンテナンスが簡易であるため、人工池等の水質浄化には特に適している浄化方法である。 
※本技術はオルガノ株式会社と販売提携を結んだものである。 

56 鹿島建設株式会社 回分式活性汚泥法 回分式活性汚泥法は単一の水槽で、汚水流入、曝気、沈殿、排出工程をまかなう方法である。したがって、回分法

では設備が簡素な事が利点である。また、汚泥返送が不要であるため、MLSSの管理などが標準活性汚泥法に較べて
容易になる。 
この回分法の上澄排出装置について、改良を重ね開発したのがスイベル式上澄水排出装置である。これはフロート

付きの移動式集水堰を用いて排水量の管理をするもので、槽内の未処理水の流出を防止できる。また運転管理はコン

トロールユニットにより行っており、これにより水位抑制やスケジュール管理を自動運転管理している。本排出装置

は回転中心が水面上にあり、汚泥界面に集水堰が近づくにつれ下降速度が遅くなるため、汚泥の巻き上げが起こりに

くい特徴がある。 
この方式で運転方式を変更し、曝気工程の後に嫌気工程を加える事で、硝化・脱窒運転が可能となる。 

57 日本国土開発株式
会社 

無機陰イオン交換物質に

よる富栄養化抑制技術 
当社の富栄養化の抑制技術は陰イオン吸着物質である Mg-Al 系層状複水酸化物(LDH)を用いたリン等陰イオン不

溶化処理技術である。LDH は人体、環境に無害な無機物質で、これまでにも富栄養化の抑制技術として利用されて
いる。 
当社は独自の合成方法などによりその吸着能力を飛躍的に向上させることに成功した。特にリンの吸着能力に優

れ、リンの除去、濃縮回収が可能です。粉末、粒状等様ーに加工することが可能であり、カラム等による小規模排水

処理から、直接添加による湖沼・河川の浄化まであらゆる状況に適応できます。また、工場排水等に含まれる他の有

害陰イオンも同時に処理することが可能である。 
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59 JFE エンジニアリ

ング株式会社 
バイオチューブシステム 本システムは、主に窒素、りん除去を目的とした下水処理設備の反応タンクに適用するシステムである。反応タン

クは、嫌気タンク、無酸素タンクおよび好気タンクから構成され、好気タンクにはバイオチューブを投入する。本シ

ステムで好気タンクに投入しているバイオチューブの特徴は以下の通りである。 
① 中空円筒状のため比表面積が大きく、かつ、表面が粗面化処理しているため微生物保持能力が高い。 
② バイオチューブの比重は水よりごく僅かに大きく調整しているため、水中での流動性に優れている。 
③ バイオチューブは化学的および生物学的に安定しており、また物理的強度も高いため、変形・摩耗がなく補充が

不要。 
 これらの特徴を有するバイオチューブを好気タンクに投入した本システムの導入により、以下の効果が得られる。 
① 高窒素負荷処理が可能。 
② 小容量、省スペースの処理が可能。 
③ 安定した処理能力が得られ、維持管理が容易。 
④ 既設のエアレーションタンクを利用して、高度処理が可能。 

60 株式会社間組、株式
会社アッシュクリ

ートの共同開発(ア
ンケート回答は株

式会社間組) 

石炭灰を有効利用した藻

場造成ブロック『ケルプ

ベース』 

ケルプベースは 8角形をベースに鉛直面および 45度の勾配面を配置した藻礁ブロックで、以下の特徴を有する。 
① 使用素材がリサイクル品 
・リサイクル法の指定副産物である石炭灰を素材に用いている。 

② ブロック表面に凸凹の溝を設置 
・溝により発生する水流(乱流)の効果により、海草類の着生・生育を阻害する浮泥を飛散させ堆積を防止する。 
・海藻が根をはりやすい。 

③ 斜面部の勾配を 45度に設定 
・重力効果により浮泥の堆積を防止する。 

④ ブロック天端部に貝殻粉砕物を貼付 
・貝殻粉砕物の粗度効果により海藻の着生を促進する。 

⑤ ブロック周囲には鉄筋を使用した柵構造物を設置 
・ブロックへのウニ等の侵入を低減し、海藻の食害を防止する。 

⑥ 素材に石炭灰硬化体『アッシュクリート』を使用 
・普通コンクリートより pH溶出が少ない材料の使用により、海藻の着生を促進。 
・ブロック表面の気泡(空気あばた)の粗度効果により、海藻の着生を促進。 
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61 NEC ファシリティ

ーズ株式会社 
微粒子担体を用いた｢担

体投入型高速脱窒処理装

置｣ 

窒素や有機物の処理に寄与する微生物を｢担体｣と呼ばれる物体の表面に増殖させ、槽内を流動させて処理する方法

はこれまで広く検討されている(一般に流動床式生物処理法と呼ばれる)。 
この方法では、処理性能(容積負荷)を向上させるためには、担体の大きさが小さい方が良いことは過去の研究で明

らかとなっている。その理由は、微粒子の方が表面積が大きいため、微生物の保持量、液との接触効率が向上するた

めである。 
しかし、例えば砂状の物質を担体として用いる場合、以下のような問題が生ずる。 

① 担体の槽内への保持方法は、一般に槽出口に設けたスクリーンを用いるため、その場合はスクリーンの目幅以下 
の担体を使用することができない。 

② 砂状の物質は比重が大きく、槽内に均一に混合するのに大きいエネルギーを要する。 
弊社では他の排水処理(フッ素排水処理)で容易に砂状物質を均一混合できるリアクターを開発しており、原理は異

なるが有機物や窒素の排水処理にそのまま応用できる(添付資料-1 参照)。従って、砂状物質を担体として使用して高
速脱窒処理することを目的として、より省エネルビーで均一混合可能な特殊撹拌機を用い、また担体の保持方法をス

クリーンではなく沈降分離とすることで解決できる技術を開発中である。(添付-2参照) 

62 東洋電化工業株式
会社 

自然循環方式水処理シス

テム｢四万十川方式｣ 
窒素の除去は嫌気による、脱窒(栄養源が少ない場合はメタノールの添加あり)、リンはカルシウム系及び鉄系濾材に
よる難溶性化合物を生成させ除去。 
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63 株式会社クレアテ

ラ 
ピーキｬッチ(リン吸着材)
による水質浄化システム 

＜原理＞ 
水質浄化システムに火山灰土に硫酸第一鉄を加え焼成した多孔質粒状のリン吸着ろ過材ピーキｬッチを充填し、汚

濁湖沼水・池水を循環ろ過することによって水中のリン酸態リンをほぼ完全に吸着除去し、極低濃度に維持する。リ

ン濃度を制御することにより、植物プランクトン(藻類)の増殖を抑制する。 
＜特徴＞ 
① ピーキｬッチ(リン吸着材)は火山灰土に硫酸第一鉄を添加し、造粒焼成したもので、主要組成成分は二酸化ケイ素、
酸化アルミニウム、酸化鉄である。 

② 水逆洗に十分耐える耐久性を有している。 
③ リン吸着能力は低濃度(0.02ppm)から高濃度域まで非常に高く、168時間でのリン吸着量は 8.1-22.3g/kgである。 
④ 吸着速度は速い。 
⑤ pHが 5.0-9.0の範囲では、本吸着材のリン除去能力は pHが低いほど高くなる傾向がある。 
⑥ 砒素イオン濃度は 5.0ppm、フッ素イオン濃度は 20.0ppm、塩素イオンと硫酸イオン濃度は 200.0ppm、ケイ酸
濃度は 50.0ppmまで共存そても、本吸着材によるリン吸着除去に影響を及ぼさない。 

⑦ 重金属元素がない場合には、使用済ピーキｬッチを園芸、慮科、農業用土壌改良材として再利用できる。  

64 松江土建株式会社 高濃度酸素溶解水を作る

水中型気液溶解装置 
水中に設置した溶解装置内で水圧(水深)による高い圧力を利用し、濃度 90%以上の酸素を水に効率よく溶解させ、

溶存酸素濃度 70mg/l以上(水深 30m、酸素供給 8%の時)の高濃度酸素水を作る事ができる技術である。 
水温や塩分などにより密度流を形成している底層が貧酸素状態の湖沼やダム湖などの水域に対して、高濃度酸素水

を対象水域の底層に供給し、嫌気状態の底層環境を好気状態に変えて、自然の浄化作用を促進させ、生態系の回復に

寄与できる技術である。また底層環境を好気状態に保つことにより、底泥からのリンの溶出を抑制し、また、底泥か

ら溶出する窒素は硝化→脱窒により低減することができる。 
 この技術は主に次の 2つの装置で構成されている。 
・酸素発生装置---陸上に設置された装置内でゼオライトを用いて空気中の窒素を除去して、酸素の濃度を高め、濃度

90%以上の酸素を発生させる。 
・溶解装置---水中に設置された装置内で濃度 90%以上の酸素と水を水深による水圧を利用して効率よく溶解させる。 
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67 セﾞニヤ海洋サー

ヒﾞス株式会社 
 水質浄化システム(ソ
ーラー水車) 

内湾や湖沼などの水流が少ない場所における底層水は、貧酸素状態となり嫌気性細菌が増殖しやすい環境となり、

硫化水素の溶出等、富栄養化の直接的な原因ともなり。富栄養化状態を解決する策として、温度躍層以下の貧酸素状

態の水を水車により水上まで汲み上げて酸素を供給し再度温度躍層以下の底層に循環させることにより貧酸素状態

を改善し、好気状態に保つ。底層水を水車により汲み上げ、上昇管及び下降管により曝気後再度底層水に放水するた

め、温度躍層を破壊することがなく表層水の温度低下等による漁獲量への影響を及ぼさない。水車電源にソーラーバ

ッテリーに使用することで、ランニングコストを抑え、クリーンな太陽エネルギーを使用するため、環境への影響も

最低限に抑えることが可能である。 

68 株式会社間組 リバ・フレッシュ工法 本工法は、汚濁した河川の水質浄化を目的とし、河川敷の地下に埋設されたコンクリート造の水槽内に、2、3種類
の水質浄化用の特殊プラスチック接触材を充填し、汚濁した河川水を通過させることによって水の汚れを生物のはた

らきを使って浄化するものである。 

69 鉄建建設株式会社 自然循環水方式水処理シ

ステム 
自然に水中に生息する微生物の働きにより汚濁有機物を分解する生物処理の浄化技術であり、総窒素 T-N、総リン
T-Pを除去する場合と一般的に BODを除去する河川浄化の場合の 2種類の浄化技術がある(ただし、河川水に対する
実績のみ)。 
１．総窒素 T-N、総リン T-Pを除去する場合(集落排水浄化施設等) 
浄化施設のろ槽に、プラスチック接触ろ材、炭素系有機物(シイタケのホダ木など)、マイクロハビタット用木炭、
リン除去資材、脱臭・脱色用特殊木炭を組み合わせて配置する。なお、ろ材配置は現地の水質特性に併せて配置す

る。流入汚濁水に対して、BOD 20～110mg/Ȉ を 5mg/Ȉ 以下に改善する。BOD、SS の除去率は 90～95%、T-N
の除去率は 40～50%、T-Pの除去率は 50～60%である。 

２．BOD除去の河川浄化 
NH4-N(アンモニア性窒素)は、水生生物に悪影響を与えると言われているが、本技術は、セラミック複合木炭ろ
材(間伐材を炭化し、粘土と混合し高温焼成したもの)と再生プラスチック接触ろ材(マリモボ-ル)を組合わせて従来
の BOD 除去機能にアンモニア性窒素 NH4-N の除去を付加した新しい接触酸化方式の河川水浄化の技術である。
間伐材の有効利用による木炭と再生プラスチック材を利用する循環型社会形成に留意したろ材を使用する。本技術

は BOD を 3mg/Ȉ以下まで浄化すると共に、アンモニア性窒素を他の接触酸化方式の浄化技術と比べて 3倍の速
度で硝化し、殆ど 100%まで除去できる。 
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71 中部電力株式会社 石炭灰クリンカアッシュ

および人工ゼオライトを

用いた覆砂による水質浄

化技術 

石炭火力発電所から発生する石炭灰の一種であるクリンカアッシュは、その物理性状が砂と類似しており、底泥か

らの栄養塩溶出抑制対策である覆砂の代替材利用が期待できる。 
現地で採取した底泥を試料とした水質浄化に関する室内試験により、クリンカアシュが栄養塩(窒素、リン)の発生

抑制に有効であることを確認している。 
一方、石炭灰人工ゼオライトは、石炭灰を原料として、化学的処理によりゼオライト化したものであり、吸着およ

びイオン交換機能を持つ優れた材料である。これまで石炭灰人工ゼオライトによる水質浄化について基礎的な検討を

行ってきた。また、石炭灰人工ゼオライト覆砂による水質浄化については、(財)電力技術研究所において別途実証研
究が行われており、栄養塩および有害ガスの発生抑制についてその効果が確認されている。 
近年、砂は自然破壊の観点からその採取地が制限されており、覆砂材料としての材料不足が懸念される。一方、石

炭灰の有効利用は、電力会社の重要課題となっている。そこで、覆砂材に石炭灰クリンカアッシュおよび人工ゼオラ

イトを用いることは、両者の課題を解決するリサイクル材による水環境改善技術である。 

71 中部電力株式会社 中部国際空港㈱の藻場造

成事業におけるアラメ・

カジメ種苗生産技術の提

供 

空港島の藻場造成事業は、魚介類の産卵・生育場所の創出を目的として、空港島の南側および西側護岸約 6.5kmで
計画され、その内の西側護岸の約 2.8km×幅約 10mで、カジメを主体とした藻場造成工事を、関連会社である(株)テ
クノ中部が、当社の種苗生産技術を使って実施した。 

71 中部電力株式会社 三重県地域結集型共同研

究事業でのアマモ場造成 
三重県が実施する英虞湾での人工干潟の周辺に当社の技術で生産したアマモ種苗を移植しアマモ場を造成する技術。 

71 中部電力株式会社 アラメ・カジメ種苗生産

および藻場造成技術 
(1) 種苗生産技術 
 アラメ・カジメの母藻より遊走子を取り出し、配偶体として培養し、配偶体をある培養条件で保管する。 
必要なときに大量に培養し生育条件を整えることにより、種苗を大量生産することが可能となった。 
※天然母藻の大量の刈り取りを必要としない環境に優しい技術 

 (2) 藻場造成 
(1)の種苗つき着生板を人工基盤に移植し海中に設置することで、海中で藻場造成が可能となった。 
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71 中部電力株式会社 浮体式海水交換型防波堤 港内の水質悪化対策として、当社では、潮の満ち引きに柔軟に対応し、海水の交換効率が高い、浮体式海水交換型

防波堤を開発した。 
 浮体式海水交換型防波堤の構造形式は、潜堤上部に浮体構造物を設置するものとケーソン内部に浮体構造物を設置

するものがある。この浮体構造物の天端は潮位に応じて常に水面付近にあるようにした構造となっている。 
 導水原理は、防波堤へ波が打ち寄せて浮体構造物を越えると浮体が立ち上がり、返す波の逆流を止める。すると、

防波堤間の遊水部と港内には水位差が生じ、海水は直立堤もしくはケーソンの下部に設けられた導水孔を伝って港内

へと押し出され、港内側に一方向流を起こすことが出来るものである。 
 特徴は、小さな波浪でも浮体構造物を越波し、浮体構造物により逆流を防ぐことで、非常に海水交換率の高い防波

堤となっていることである。また、潮位差の大きい場所においても常に導水量が確保できることである。 

71 中部電力株式会社 クリンカアッシュの水質

浄化用ろ材としての活用 
クリンカアッシュは、石炭火力発電所のボイラー内で、石炭の燃焼によって生じた石炭灰の粒子が溶融固化したも

のである。多孔質な砂あるいは礫状で透水性と保水性に優れ、化学的にも安定しているため、水質浄化用のろ材とし

て期待できる。当社の社内研究では、5～10mm に粒度調整したクリンカアッシュを用いた基礎的なれき間接触酸化

実験を実施した結果、濁度や SSの低減率は 50～70％と高く、懸濁物除去に優れていることが明らかになった。 
また、CODについては低減率は 10％程度と小さかったものの、微生物による有機物の分解効果があることも確認

された。これらの実験結果からクリンカアッシュのろ材としての基礎性能を明らかになったため、リンカアッシュを

用いたれき間接触酸化施設（エアレーションなどを組み合わせた総合的な施設）の設計が可能となった。 

73 株式会社きら和ぎ
(共和コンクリート工
業株式会社関連会社) 

バイオクリーン ・ひも状接触材を処理槽に充填し、生物接触酸化を行い汚濁水の浄化を促進する。 
・接触材と発生汚泥の分離が容易に行え、閉塞が殆ど起こらない。 

73 株式会社きら和ぎ
(共和コンクリート工
業株式会社関連会社) 

硝酸性窒素除去材 SC11 元ー汚濁水中に存在する通性嫌気性細菌を活用し、脱窒を行い、硝酸性窒素除去工法 

73 株式会社きら和ぎ
(共和コンクリート
工業株式会社関連

会社) 

人工浮島工 ・閉鎖性水域の湖沼・ため池に、人工浮島を所定数量設置し、抽水植物を植栽し、景観保全・回復を図る。 
・植物の成長による栄養塩類の低減効果と、効果浮島底面に、アオコなどの植物性プランクトンを捕食する、動物性

プランクトンが多数生息し、それを捕食する小魚などが集まり食物連鎖の小さな形成が出来、結果的に栄養塩類の

低減となる。 
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74 株式会社マイクロ

アクア 
微細気泡により、水中に

イオンを含んだ溶存酸素

を効率的に向上さす。ア

ンモニア態窒素を分解

し、水中のリンを固定化

し、好気性雰囲気の醸成

から水中の有機物及びヘ

ドロを分解し、清澄な水

環境を実現する。 

浄化対象水域より循環ポンプで取り込んだ水と、イオン発生装置により遠赤外線作用のイオン（電子）を伴った空

気とを微細気泡発生装置内で気液混合し、イオン作用を伴った微細気泡の混濁水として対象水域に放出する。放出水

に微細な気泡が混入することから、ポンプの吐出力が増幅し、水流が発生し、細かな気泡のため、すぐには脱気せず、

水底に拡散しながら長時間滞留し、水中のイオンと溶存酸素を増やす。 
水域全体に弱い遠赤外線のイオン場ができると、酸化還元電位（ORP）が還元側となり腐敗を抑制すると共に、電

気的吸引力（クーロン力）により水素結合を切り、水自体が小さな水の分子集団となり、大きな集団に取り込まれて

いた疎水性の浮遊物質（SS）が放出され、疎水性相互作用により凝集する。HCO3-として水と水素結合している CO2

も水中から放出し、アオコ等浮遊藻類は光合成を阻害され消滅する。 
遠赤外線作用のイオンには分子内振動作用があり、窒素分の大半を占め、臭気の主成分でもあるアンモニアを直接

分解して無臭化し、水中の窒素分を大幅に減少させる。またアルカリ土類金属（Ｃａ等）はイオンにより反応性が高

まり、水中のリンと反応し固定化する。 
水域全体の溶存酸素が向上することにより、汚濁指標である BOD（生物化学的酸素要求量）は改善され、好気性

環境の中で好気性微生物が活動し易くなり、イオン作用により凝集した水中の SSの分解を促し、透視度も改善する。
微細な気泡のため、底層のヘドロ層迄酸素が供給され、貧酸素状態は解消され、無酸素状態でヘドロ化した底泥の酸

化を促し、卵の腐敗臭に近い硫化水素は、酸素と結びつき無臭化する。底泥表面の有機物は微生物により分解され、

無機化し、無機質層となって、汚濁原因の溶出を防ぐ。 
こうして BOD は改善し、底層のヘドロも削減され、富栄養化の要因となる窒素・リンも減少し、悪臭やアオコ等

のない清澄な水辺環境を実現し、自然浄化サイクルも呼び戻し、長期に亘って維持する。 

75 若築建設株式会社 クリーンスイーパー(ス
クレープローター式高濃

度浚渫工法) 

水質汚濁の内部負荷の原因となる底質は、水底の表層に薄層で堆積していることが多く、汚濁した厚さのみを薄層

で除去することは、内部負荷の削減に有効である。 
クリーンスイーパーの浚渫原理は、ラダー先端部に取り付けた浚渫ヘッドのフード内部を気中雰囲気とすること

で、水を極力取り込まない薄層かつ高濃度状態で水底に堆積した底質の除去を可能とする。また、底質の除去は、ロ

ーター(掻き取り装置)の周速度と浚渫船のスイング速度が同期しているため、底質を掻き乱すことが少なく汚濁の発
生は少ない。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
75 若築建設株式会社 高速水質浄化システム 本システムは、マイクロサンドを利用することにより浮遊している懸濁物質を従来の水質浄化方式より極めて高速

に固液分離し、低コストで大量に浄化する水質浄化技術である。また、環境条件や用途に応じて、陸上プラント処理

方法や船上プラント処理方法が可能である。 

75 若築建設株式会社 トレミー管式砂撒船

｢WTSー1000｣ 
本船は、底泥からの栄養塩類の溶出を低減するために施工される覆砂を薄層で均一に撒布することが可能な砂撒船

である。特徴は以下のとおり。 
① 1,000m3/hrの施工能力を有し、大規模工事に対応可能である。 
② 覆砂材料は、海砂、山砂のどちらでも対応可能である。 
③ 材料の供給は、砂撒船搭載のバックホウにより土砂運搬船からホッパーに投入する。また、ガット船より、直接、

ホッパーに投入することも可能である。 
④ 大水深での施工が可能である。(施工可能水深:水面下-5m～-20m) 
⑤ 本船には、材料を 1,500m3ストック可能なホールドを備えており、資材の供給が不連続な場合でも安定的な施工

が可能である。 
⑥ 撒布厚さは、振動フィーダーとゲートの開度により調整される砂の供給量とコンピューター制御されたアンカー

ワイヤーのウインチ操作による本船の移動速度で決まる。 
⑦ 施工管理は、砂撒船の位置管理をGPS測位システムとジｬイロコンパス、砂撒厚さ管理をオートレッド測深シス
テムにより行う。 

75 若築建設株式会社 水耕栽培植物による水質

浄化 
商品性のある水耕栽培植物(空芯菜、クワイ)を用いて、水質浄化を行うことで、｢収穫｣という付加価値を加えた水

質浄化方法。育苗した空芯菜、クワイを筏等に植栽し、休耕田等を利用したポンドあるいは水路に設置し、その水域

内に河川水等の富栄養化した水を通過させ、窒素、リンを植物に吸収させて水質浄化を図る。特に、空芯菜は窒素、

リンを吸収して成長し、収穫後も再び成長して数週間で収穫可能となるため、水質浄化効果が持続し、繰り返し収穫

が可能となる。水質浄化に収穫と販売という付加価値を付けることにより、あらたな地域住民参加型の枠組みによる

地域密着型の水質浄化が可能となるほか、事業化の可能性も考えられる。 

75 若築建設株式会社 銅スラグコンクリートを

用いた藻場造成着生基盤 
銅スラグコンクリート製の藻場造成着生基盤は、海域の開発等によって失われた藻場の再生や創出を目的として、

既存あるいは新設の海洋構造物に容易に貼付して、環境共生機能を付加することが可能である。また、銅を製錬する

際の副産物である銅スラグを細骨材として用い、火力発電所における副産物であるフライアッシュを混和材として用

いた銅スラグコンクリートは、副産物の有効な利用法として循環型社会推進に大きく貢献できる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
75 若築建設株式会社 鋳鉄枠組木材魚礁を中心

とした大規模魚礁システ

ム 

積み上げた鋳鉄枠に間伐材を固定した鋳鉄枠組木材魚礁、コンクリート魚礁およびパイプ魚礁を組み合わせて、魚

が育つ、増える多様な空間を創出するシステムである。間伐材を用いた魚礁は魚の蝟集がコンクリート魚礁などに比

べて早いといわれているが、間伐材を海中に沈めるとフナクイ虫の食害等により 2～3 年程度で消滅し、魚礁として
の効果が持続しない。しかし、本魚礁システムは、鋳鉄枠に間伐材を固定することで、この枠を再度引き上げるなど

によって間伐材の補充が容易にでき、間伐材魚礁としての効果を持続させることができる。また、消滅した間伐材を

容易に補充できるため、間伐材の利用促進にもつながるため、魚礁としての効果の維持だけでなく森林の健全な育成

にもつながる。 
 本魚礁システムは、多様な空間を創出するので、魚を集める(蝟集する)機能だけの今までの魚礁の機能のほかに、
稚魚から成魚へ成長するまでの魚体や生活に合った空間を提供することができるため、資源としての魚を増やすこと

が可能となる。 

76 丸栄コンクリート
工業株式会社 

流況制御ブロック、

BaNK ブロックおよび

ONE-WAY PIPE工法の
複合技術 

① 流況制御ブロック：非対称形状を有する粗度ブロックを海底に設置することにより、潮汐残差流を創造・制御し、

閉鎖性の強い内湾と外海との海水交換を促進させる技術である。現在、新長崎漁港で実証実験を行なっている。 
② ＢａＮＫブロック：非対称形状を有する小型のブロックを海底に設置することにより、底質（砂やシルト・粘土、

底泥等の）輸送を制御する技術である。これは主として波浪エネルギーを利用する技術であり、昨年まで福岡ドー

ム前の人工ビーチで実証実験を行なっていた。 
③ ＯNE－ＷAY PIPEは非対称な形状の突起が管内に取り付けられたパイプを意味しており、それを海底に連続的
に設置することにより、パイプ内に一方向流を発生させて海水交換や貧酸素水塊の除去を促進させる技術である。

これは潮流および波浪エネルギーを活用する技術である。Ｏne-Ｗay Ｐipe は、堤防に設置して湾内外の海水交換
を促進させることも可能である。 
これらの技術は自然の潮流と波浪を利用するために、ランニングコストを殆ど必要とせず、かつ、環境条件が変化

した場合、設置された構造物の移動・撤去が可能である。これらの技術を複合的に使用すれば環境条件に合った最適

な対策を行なうことが可能である。現在、これらの技術を提案された九州大学大学院 教授 小松利光先生のもとで

共同研究を行なっている。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
78 佐藤工業株式会社 マイクロバブル気液混合

水による浮遊物浮上分離

技術 

・マイクロバブル気液混合水は、加圧水流に加圧空気を吐出させ、特殊静止型混合器で乱流衝突攪拌させることで生

じる、30ミクロン前後のマイクロバブル(超微細気泡)を混入した水流である。このマイクロバブル(超微細気泡)は、
水中の SS(浮遊物質)に付着することで、浮き袋の役割りを果たし、SSの浮上分離効果を発現する。 

・本技術は、この効果を利用し、水中から汚濁物質を直接的に分離することで、微小生物分解速度よりも早く、物理

的除去を行うものである。浮上分離された物質には、有機物や無機物が多量に含まれ、特に有機態リン・有機態窒

素を多量に含まれることが確認されている。汚濁負荷の高低に係わらず浮上分離効果が認められている。 
・浮上分離物は、生物分解しやすい特徴も有している。 
・施設は、1基あたり 10,000t程度の水量の湖沼等に対応する。 

78 佐藤工業株式会社 マイクロバブル気液混合

水による好気的環境復元

技術 

・マイクロバブル気液混合水は、加圧水流に加圧空気を吐出させ、特殊静止型混合器で衝突攪拌乱流させることで生

じる、30ミクロン前後のマイクロバブル(超微細気泡)を混入した水流である。このマイクロバブル(超微細気泡)は、
液体へのガス吸収効率が高く、通常の散気管曝気と比較すると格段に優れている。 

・マイクロバブル(超微細気泡)は高効率で気体を溶解させると共に、たとえば溶存酸素を長く水中に維持することが
できる。よって、嫌気的な水環境を安定した好気的環境に復元することができる。 

・好気的環境は、底質からのリンの溶出防止や生態系の拡大と安定をもたらし、生物多様性を生む基本的な生育環境

の復元に大きな役割りを果たすことができる。その効果は、礫間接触酸化槽、ひも状接触酸化槽、も場等との併用

で、さらに生物量の増大に寄与する。 
・好気的環境の復元は、臭気の改善等の副次的効果も有する。 

80 株式会社森本組 バチルス菌(好気性)と立
体回転装置を組み合わせ

た｢BR ハイブリッドシス
テム｣ 

本装置は、標準的な活性汚泥法による排水設備の前段に設置し、設備全体を効率的に運用するシステムである。 
好気性のバチルス菌と立体回転装置を組み合わせることで、排水中の BOD、窒素、リン等を効果的に除去するこ

とができ、排水設備の負荷を低減し、設備を効率的に運用することができる。 
立体回転装置内で糸状になったバチルス菌は、ばっ気槽で空気を制限することで胞子状となる。この変化によって、

沈殿槽での沈殿が促進され、排出する排水の性状を良好に維持できる。 
回転立体装置はコンパクトで槽上などに設置でき、新たなスペースを必要としない。そのため、排水能力の限界に

近づいた施設等に、追加して設置することができる。さらに、排水の濃度や排出量にあわせて増設できるため、経済

的であるし排出量による制限を受けない。窒素やリンはバチルス菌内に保持されるため、汚泥として排出される。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
81 大有コンクリート

工業株式会社 
多孔質骨材を利用したポ

ーラスコンクリートブロ

ックによる自然生態系を

活用した水質浄化技術 

骨材に軽量で、多孔質な材料を用いたポーラスコンクリートブロックの空隙中に、藻類が付着したり水中微生物や

水生昆虫が棲息することが促進され、リンや窒素といった有機栄養分の分解が活性化されることによる、自然型の水

質浄化技術。 

81 大有コンクリート
工業株式会社 

光触媒を塗布した、酸化

スラグ骨材を利用したポ

ーラスコンクリートブロ

ックによる水質浄化技術 

骨材に多孔質酸化スラグという比重が大きく、鉄分を多く含む材料を使ったポーラスコンクリートブロックを活用

し、水中生物のえさとなる藻類の繁殖を促し、食物連鎖を促進させることで自然浄化作用に寄与する。また、製品表

層に二酸化チタン塗膜を形成することで、自然では分解されないような環境ホルモンといったような難分解性有機物

質を光触媒効果によって、分解・除去を可能にする。 

82 特定非営利活動法
人漢方環境安全対

策普及協会 

漢方バイオ消臭剤｢ガイ

アタブレット｣ 
ガイアタブレットは、炭酸ガスに含まれている微生物が、堆積している沈殿物に入り込み、分解を始めると同時に

炭酸ガスによって巻き上げられた有機物にも溶け込み、その気泡がプランクトンに付着して分解を始める。魚毒性は

なく、成分は、最後に分解してしまうので、環境に安全な製品である。 
実績としては、ゴルフ場の池の浄化（アオミドロ・アオコの分解）や、食品工場の排水層の脱臭等で効果が証明さ

れている。 

83 株式会社エステム
(共同研究株式会社
名邦テクノ・有限会

社アーステクノ) 

新しい底質改善法(複合
的改善法) 

新しい総括的な改善法の概念図は別添する。すなわち、5～10%の含泥率の揚泥から砂を分離し、砂はあたかも元
の場所に残置するように水底に返戻する。分離したシルト・粘土と有機物は系外に搬出する。系外に搬出する嫌気的

なシルト・粘土と有機物は、酸性硫酸塩土壌に似た性状を示す為、曝気により好気化し、原泥の pH(H2O2)に近づけ
ば、好気化が完了したと判断する。 
この改善泥は酸化還元電位(ORP)が高く窒素及びリンを放出しない。(但し、嫌気的な底泥を曝気により好気化する

ことで、窒素及びリンの溶出が抑制されることに関する知見は農村環境研究会(東京都文京区岸博代表)にプライオリ
ティがあり、アメリカ、オランダで発表実績がある。) 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
83 株式会社エステム

(共同研究株式会社
名邦テクノ・有限会

社アーステクノ) 

新しい底質改善法(複合
的改善法) 

新しい総括的な改善法の概念図は別添する。すなわち、5～10%の含泥率の揚泥から砂を分離し、砂はあたかも元
の場所に残置するように水底に返戻する。分離したシルト・粘土と有機物は系外に搬出する。系外に搬出する嫌気的

なシルト・粘土と有機物は、酸性硫酸塩土壌に似た性状を示す為、曝気により好気化し、原泥の pH(H2O2)に近づけ
ば、好気化が完了したと判断する。 
この分離砂は透水性に優れ、また、粒度組成から淡水域ではマシジミ、汽水域ではヤマトシジミ、内湾ではアサリ

等濾過食性の二枚貝の生息環境に適合する。かつて、水質を浄化していたそれらの復活に繋がる改善法である。どこ

まで改善するかを現地の透水性で判断し、改善の度合いも透水係数で判断する。 

83 株式会社エステム
(共同研究株式会社
名邦テクノ・有限会

社アーステクノ) 

新しい底質改善法(湧水
復活法) 

新しい総括的な改善法の概念図は別添する。すなわち、5～10％の含泥率の揚泥から砂を分離し、砂はあたかも元
の場所に残置するように水底に返戻する。分離したシルト・粘土と有機物は系外に搬出する。系外に搬出する嫌気的

なシルト・粘土と有機物は、酸性硫酸塩土壌に似た性状を示す為、曝気により好気化し、原泥のｐＨ（H2O2）に近づ

けば、好気化が完了したと判断する。 
この分離砂は透水性に優れ、どこまで改善するかを現地の透水性で判断し、改善の度合いも透水係数で判断する。

また、好気化した改善泥は水田土壌由来のものが少なくないので、水田に客土として返戻する。この客土が再度代掻

き時に濁水として水域に流入しないことが重要であるので、稲作として「不耕紀移植栽培＋冬期湛水」に農法を転換

することが望ましい。このことは地下水の供給に当たり、底質の透水性の向上は湧出の場の整備に当たり、湧水によ

る透明度の向上が期待できる。透明度の向上は植物プランクトン、特に付着性珪藻類及び沈水性水生植物の生育範囲

を広げ、それらの光合成による酸素供給で貧酸素障害が防止しうる。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
84 住友重機械工業株

式会社 
スミレーターUD(新型縦
軸型曝気装置)を用いた
オキシデーションディッ

チ法による脱窒技術 

オキシデーションディッチ(OD)法において、HRTは 24～48時間を標準とする。 
低負荷で運転されるため SRTが長くなり、硝化反応が進行する(好気処理)。硝化に伴う処理水 pHの低下による処

理水質の悪化を防ぐため、無酸素時間等を設定し、脱窒反応により硝化で消費されたアルカリ度を回収し処理水の pH
低下を防ぐ(無酸素処理)。この好気・無酸素処理を繰り返すことで、OD 法において窒素が除去される。従来、縦軸
型曝気装置は OD槽水面位置に設置され、高速で回転させることで曝気を主とする好気処理を行い、低速で回転させ
ることで撹拌を主とする無酸素処理を行っていた。 
一方、新型縦軸型曝気装置の特徴は、従来の機能に加え、曝気装置自体を水面位置から水中位置へと移動可能な昇

降機能を付加したことである。この機能により、新型曝気装置は以下の特徴を有す。 
① 水中位置での撹拌よる撹拌効率の改善(無酸素処理時の消費電力低減)。 
② 初期低負荷運転・維持管理の容易化(負荷状態に合わせて好気・無酸素時間のみ設定することで窒素除去可能)。 

84 住友重機械工業株
式会社 

アパタイト法によるリン

回収システム 
し尿と浄化槽汚泥からのアパタイト法によるリン回収システムの実証試験を平成 14年 8月から平成 15年 4月まで

行った。（浅野工事㈱、アタカ工業㈱、㈱荏原製作所、㈱クボタ、住友重機械工業㈱、㈱西原環境ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、三菱重

工業㈱の 7社にて共同実験を実施） 
このアパタイト法は、し尿などの生物処理した後のリン酸態のリンを含む処理水を、晶析槽の晶析部内にあらかじ

め流動させたヒドロキシアパタイトの種結晶と接触させ、そこに適量のカルシウム剤と水酸化ナトリウムを添加する

ことによって、種結晶の表面にヒドロキシアパタイトの結晶を析出させてリンの回収を行うものである。 
 今回の実証試験では、試験設備に流入する高濃度のリン(T-P100mg/L 程度)に対して、晶析槽内に流動するヒドロ
アパタイト粒子の濃度を 40,000mg/Lに制御(pH7.5以上)して運転することで、リンを 80％以上回収することができ
た。また、流入する原水中のリン(T-P30～100mg/L 程度)に対して、安定して処理水中のリン濃度を 20mg/L以下と
することができた。 

85 りんかい日産建設
株式会社 

高性能吸リン材を用いた

水質浄化技術 
 火山灰土に硫酸第一鉄を加え、焼成した多孔質粒状のリン吸着ろ過材を用いた水質浄化システムであり、汚濁水を

循環ろ過することにより、水中のリン酸態リンをほぼ完全に吸着除去し、極低濃度に維持することが可能である。さ

らにリン濃度を制御することにより、植物プランクトン(藻類)の増殖を抑制する。リンを吸着した使用済みのろ過材
は、酸性溶液による再生使用やそのまま土壌改良材にもリサイクル可能である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
85 りんかい日産建設

株式会社 
覆砂(バージアンローダ
ー砂撒工法) 

覆砂により、底質からの栄養塩類などの溶出を直接的に削減できるほか、二次的な効果として、底質中の有機物量

の減少に伴い底層のDO消費が現象し、底生生物の生活環境の回復、底質の粒度の改良による底生魚類等の回復、水
質浄化機能の向上も期待できる。底泥による溶出試験結果(室内)等により設定された覆砂厚にて施工を行う。 
【工法の概要】 
 砂撒船にスラリー輸送されてきた覆砂材を砂撒船の特殊形状撒布管により底泥上に撒布・覆砂する工法である。 
【工法の特徴】 
特殊形状撒布管や船位計測、砂撒き高さ計測等の各種計測管理システムを搭載されており、施工精度の向上、自

動化及び省力化を図っている。これにより薄層・高精度での施工を可能にしている。 

86 株式会社ミゾタ 水質浄化装置 － 
磁力式強制曝気装置用機能部品 112 有限会社クロサワ

マイクロ計測 
谷川清流システム 

製品名：マグヨーゾン 

125 群馬石積協同組合 巨石堰堤を設置したダム

の推砂防止と水質浄化シ

ステム 

ダム・湖沼等閉鎖性水域の水質の悪化の原因は、主にダム等に流入する河川からの土砂の推砂が、その要因と云わ

れている。その流入する土砂の中に大量の落葉が腐食して、ヘドロ化して悪臭や、リン等が発生すると云われている。

私達の技術は、コンクリートを全く使用しない空石積巨石石丸積で、上流からの土砂をくい止め、きれいな水だけを

下流に流す技術である。 

130 西武建設株式会社 アッシュクリート(石炭
灰硬化体) 

石炭火力発電所から大量に発生する石炭灰とセメントを原料とした、高強度の硬化体(アッシュクリート)を利用し、
大規模な人工海底山脈の構築によって、海底から表層に向かって上昇する流れ(湧昇流)を発生させ、栄養塩を太陽光
の届く表層近くまで運び植物プランクトンを増殖させ、｢植物連鎖｣によって新しい漁場を形成させるものである。 

131 シフﾞヤマシナリー
株式会社 

混気ジェットシステム 水と大気を混合した混気ジェットを噴出させる。水中で噴出させる事により、溶存酸素の増加と水流発生が行われ、

閉鎖水域における水質改善が進む。沈降しているヘドロの攪拌および移動にも利用可能。 

133 鎌田バイオ・エンジ
ニアリング株式会

社 

超高速繊維凝集生物ろ過

システム 
当社が独自に開発した特殊磁鉄触媒と特殊樹脂繊維ろ材を充填した特殊ろ過器(陸上設置型)。 
特殊接触層(水上設置型)に河川水、海水を通過及び接触させるだけで、排水中に含有する微粒子成分と特殊磁鉄触

媒とが互いに吸着しあって樹脂繊維の繊毛に付着固定化後自己酸化によって生物処理反応が起こることにより T-N、
T-P成分及び BOD成分を除去することができる。陸上設置型、水上浮遊型の 2通りがある。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
138 みらい建設工業株

式会社 
コンベヤーバージ敷砂薄

層覆砂工法 
コンベヤーバージは、ホッパーにストックされた敷砂材を船内のベルトコンベヤにより船首まで運搬し、トレミー

管を用いて自然沈降状態で海底撒布を行う砂撒船である。土砂排出量をホッパーゲートの開閉操作により制御し、か

つ船体を一定の角速度でスイングさせることにより、任意の厚みをもった均一な敷砂層を形成できる。富栄養化した

海底地盤に薄層覆砂を施すことで栄養塩類の溶出を抑制することが可能である。 
【特長】 
・船団構成がシンプル(砂撒船+揚錨船)であり、作業区域が小さい 
・加水しないので排出量の管理が容易かつ正確 
・圧力を加えず自然沈降状態で排出するため、海底地盤を乱しにくい 
・覆砂厚さ 15cmから均一な大量急速施工が可能 
・海砂だけでなく、山砂等のレキ質土の施工も可能 
・トレミー管は、水深-4～20mまで伸縮自由であり、浅海域から大水深、大きな干満差にも対応可能です。また、

2重トレミー管を使用しているため、施工中の水質汚濁も低減できる。 

138 みらい建設工業株
式会社 

回転バケット式高濃度薄

層浚渫工法｢ドロシー｣ 
ドロシー(回転バケット式高濃度底泥浚渫船)は、湖沼や河川に堆積した底泥を高い含泥率で汚濁をおさえて浚渫す

る、画期的な高濃度底泥浚渫船である。組立分解式の運搬が可能な高濃度底泥浚渫船｢ドロシー｣のラダー先端に可変

翼を装着した回転バケットを回転させる事により浚渫を行う。浚渫土は可変翼にてかき上げられ、集合管頂部の穴か

らスクリューコンベア内に落下し、送泥ポンプに送り込まれ排送される。スイングの速さとバケットの回転数を浚渫

土の厚さ及び土質に応じて調整し高濃度浚渫を行う。回転バケット部は汚濁防止拡散カバーにて覆われ汚濁の拡散を

防止すると共に、バケット内に圧縮空気を送り込みスクリューコンベアから余分な流入を防止して高濃度を維持す

る。 
【特長】 
・回転バケットによる高含泥率浚渫が可能です。 
・浚渫時の汚濁を発生させないクリーンは浚渫装置です。 
・可変翼の装備により、効率的な浚渫ができます。 
・組立、可搬式のため、全国各地の湖沼や河川に対応できます。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
138 みらい建設工業株

式会社 
藻場造成ブロック｢トリ

ビオン｣ 
トリビオンは、従来のコンクリートブロックの表面に生物の着生基質として球形のポーラスコンクリート(連続した

空隙を有する、透過性・透気性が大きい、水質浄化機能を促進するといった特性を持つコンクリート)を取り付けた根
固め被覆ブロックである。 
【特長】 
・形状や重量の変更が無いため、従来のブロック工の設計指針をそのまま採用できる。 
・空隙構造によるフィルター機能ならびに連続空隙内部に生息する微生物の作用により水質浄化機能を促進する。 
・ポーラスコンクリートの空隙・表面特性は、多様な植生物に適した生息空間となるほか、植物の根茎がポーラス

コンクリートの空隙間に堅固に結束することで生態系との共生を図ったステージが構築される。 

138 みらい建設工業株
式会社 

ピストンモード環境共生

型直立消波構造体｢エデ

ィフォーム｣ 

エディフォームは、直立壁とその前面に水面を遮る垂下板で構成され、垂下板に波が作用することで遊水室（垂下

板と直立壁の間）内にピストンモードの波浪共振が生じ、その力を利用して垂下板下端に渦流れを発生させる護岸・

岸壁構造体である。この渦流れの生成により、入射波エネルギーの逸散による反射波の低減（消波効果）と、曝気に

よる周辺海域の溶存酸素を高めるという水質改善効果がもたらされる。 
 垂下板を 2枚にしたり、スリットケーソンと組み合わせることで、幅広い周期の波に対応可能である。 
 直立消波護岸としての利用のほか、桟橋式岸壁に垂下板を取り付けるだけで環境共生型の岸壁を実現できる。生物

着生層との組み合わせも有効である。 

145 ピーシー橋梁株式
会社 

セラミック炭入りポーラ

スコンクリートブロック

(PoCeブロック)  
水質浄化ブロック 

PoCe ブロックは、一般的な炭と比較して批評面積が多いセラミック炭とポーラスコンクリートを組み合わせたも
のであり、大気・水環境の改善、資源循環の支援、自然環境の再生に寄与するブロックである。 

PoCe ブロックは、セラミック炭の吸着機能とポーラスコンクリートの物理的なフィルターを組み合わせたことに
より高い水質浄化機能が期待できる。湖沼や河川などの水質浄化を目的に開発した技術である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
145 ピーシー橋梁株式

会社 
セラミック炭入りポーラ

スコンクリートブロック

(PoCeブロック)  
人工増殖礁ブロック(藻
礁ブロック) 

PoCe ブロックは、一般的な炭と比較して批評面積が多いセラミック炭とポーラスコンクリートを組み合わせたも
のであり、大気・水環境の改善、資源循環の支援、自然環境の再生に寄与するブロックである。 

PoCe ブロックの表面の凸凹は、海藻類をはじめとする多様な海生生物の定着を容易にし、また、連続した空隙と
セラミック炭の微細孔が微生物とプランクトンの生息に適している。海藻が繁茂することで藻場が形成され、魚介類

の餌料培養礁となるため、地域の漁業発展に貢献することが可能である。 
＜特徴＞ 
・ブロック表面に多数の空隙(凹凸)を有し、またセラミック炭には多くの鉱物(ミネラル)が含まれているため、プラン
クトンや浮遊幼生の定位に効果的で、それを捕食する魚類の餌場となる。 

・普通コンクリートや岩に比べて海藻類の着生がはやい。 
・セラミック炭の効果で水質を浄化する働きがある。また、セラミック炭の孔隙に空気を保持し、溶存酸素量を高め

る効果がある。 

146 三井住友建設株式
会社 

干潟エコトーンにおける

ビオトープの創造による

生物循環浄化 

実験は浜名湖において以下の内容を実施した。実験区域(幅 20m×高さ 30m)を設定し、この区域内に潜堤(天端高さ
=LWL)を汀線と平行に設置した。この潜堤の設置による堆砂効果を期待するものである。この潜堤には、浜名湖にて
生産された蛎殻や地元産の竹を用いた。この潜堤により、底質に生息するベントス類の増加を期待するものである。 

147 株式会社石垣 高速ろ過技術 特殊繊維ろ材を用いた『ろ過装置』で、ろ過処理により窒素やリンを除去する。 
・一般的なろ過器(砂ろ過装置)と比較し、5倍以上のろ過速度が可能である。 
・凝集ろ過でリン除去に使用することとなる。 

149 株式会社四電技術
コンサルタント 

傾斜土槽法 ｢傾斜土槽法｣は、生活雑排水、小規模事業所排水、畜産排水等の浄化、および河川の直接浄化対策を目的とした技

術である。底面に傾斜をつけて浄化担体(鹿沼土など)を敷設し、汚水を浸透流下させて水質浄化を行う。BOD、窒素
(T-N)、リン(T-P)の除去が可能である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
151 株式会社三州コン

クリート工業 
波返し工法により海底沈

殿物の浮上と漁礁本体を

安定させる工法 

ポーラスコンクリート（多孔室）に岩礁としての自然石を剛結し、波返し状に成型し 1体との中にタイヤを挟み他
の 1体と併せ一組にした漁礁である。その型状は低面を広く上面をせまくしぼり表面を半円状にし低面の波が海上に
巻き上げられる波返し工法で、海底沈殿物が海上に浮上し比重の重い窒素燐が光合成によい植物型のプランクトンに

利用される効果を担ったものである。 
また、ポラースコンクリート自体には実験の結果として水質の浄化と海藻の増加は見込まれるが、更に一層の増加

をはかるため石炭をセメントの 2%産業廃棄物の中で酸化鉄を多く含有するスラグをセメントの 5%混入し CO2の減

少と水質の浄化を図ったものである。 

152 有限会社櫻井医科
器研究所 

炭素繊維による水質浄化 水中にゆらゆら揺れる状態でつるされた炭素繊維編織品に微生物が大量に固着される現象を、下水処理、河川、池

水の浄化、藻場形成などに利用できる。炭素繊維編織品は汚泥を固着させる能力、窒素やリンを減少させることが可

能である。 

152 有限会社櫻井医科
器研究所 

炭素繊維の人工藻場シス

テム 
炭素線維製人工藻を配置することによって微生物を早期に集め、固着、増殖機能、産卵促進、着卵率向上となる。

炭素繊維編織品は、魚類の集積場、隠れ場、産卵場、餌場、増殖場などの機能を持った藻場、漁礁及び産卵床構築が

できる。 

161 株式会社本間組 高濃度浚渫・長距離圧送

システム(高濃度密閉グ
ラブ浚渫船) 
ウォーター・リフレッシｬ

ーⅠ号、Ⅱ号 
 

港湾・河川・湖沼の堆積泥土を拡散させずに、高濃度な浚渫(含泥率 70～90%)が可能です。解泥装置内臓密閉グラ
ブバケットと台船に搭載した解泥装置により、浚渫土の流動性を確保し、高圧液圧式ポンプにより浚渫土の長距離輸

送を行う。浚渫土中に混在する雑物は選別装置で分離し、砂質からシルト質までの広い土質に対応が可能である。 
＜特長＞ 
・油圧密閉グラブの採用により、浚渫時の影響が少なく、高含泥で効率的な浚渫が可能。 
・高含泥で送泥できるため、処理場、埋立地などでの余水処理設備が最小限で済む。 
・喫水が小さいため、浅い水域においてもスムーズに稼動する。 
・船体は組立方式を採用しており、運搬が容易なことから河川・湖沼・ダム・海域などで作業が可能である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
161 株式会社本間組 藻場造成ブロック ＜工法の概要＞ 

ブロックに着脱可能な着定基盤をとりつけ、母藻を植え付けることにより、海藻類を効率よく繁茂させ、種ーの

藻場造成機能に対応させる藻場造成システムである。母藻の植え付けでは、採取した海藻を中間育成させ、成長し

た母藻をアンカーブロックに定着させ、海藻の初期育成時の食害(サザエ、ウニ等)の影響を小さくする方式を採用
しており、確実な藻場造成が可能である。 

＜特長＞ 
・アンカーブロックにブロック表面積が大きく安定性が良いクロスブロックを採用しており、海藻が繁茂し易く、藻

場が安定した状態で機能する。 
・着脱可能な着定基盤を取り付けることにより海藻類をより効率よく繁茂させ、様ーの藻場造成機能に対応できるよ

うにした。 
・母藻の着定基盤の材質は、ポリ塩化ビニリデン製のサラン樹脂でできている繊維のため、耐久性を有している。 

161 株式会社本間組 太陽光活用の水質浄化装

置 
本装置は、環境負荷の少ない太陽光を動力源として用いる低コスト型の小型曝気装置である。装置はコスト縮減及

び環境負荷軽減の観点から、自然エネルギーを利用したダム貯水池の水質改善を目的として開発された。装置は単独

でも十分利用できるが、短時間で設置撤去が可能なため、既存の曝気設備の補助設備としてもお役に立つことができ

る。 
＜特長＞ 
・装置の主構成は、太陽電池、電力制御装置、駆動モーター、空気圧縮機、散気装置である。 
・変動の大きい太陽電池の発電出力に対応するため、直流の駆動モーターを採用している。 
・空気圧縮機にリニアクランク式のクランクシャフトを用いたピストン式の空気圧縮機を採用し、従来のクランク機

構と比較して高効率のピストン運動が可能です。また、電力に応じてピストンの稼動をスムーズに制御できる特長

を持っている。 
・駆動モーターと空気圧縮機の特長から、日射変動に追従した稼働時間の長い運転が可能である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
162 日本建設技術株式

会社 
  

ミラクルソル水質浄化シ

ステム 
本水質浄化システムに用いる発泡廃ガラスの"ミラクルソル"は多孔質であり、軽量かつ強固な特性を有する。また、

製造条件により 0.4～1.5の比重及び吸水・非吸水が調整可能である。 
ミラクルソルはミクロンオーダーの微細な気孔を有するため、従来の礫と比較しても比表面積が大きくなる。その

ため、汚濁物質の接触材の気孔内への吸着量や水質浄化に寄与する微生物の保持量が多くなるので水質浄化効率が格

段と向上する。また、ミラクルソルの表面は好気的環境下となり、条件によっては内部が無酸素の環境下と成り得る

ので、双方の環境下における浄化(有機物酸化分解・硝化・脱窒)が効果的に水質改善に寄与される。 
ミラクルソルは礫と比較して軽量であることから、運搬費の削減と作業性の向上に繋がる。さらにミラクルソルは

廃ガラスを再利用した"リサイクル製品"であるため、これを用いた本システムは低環境負荷型の水質浄化システムで
ある。このことから、本システムは循環型社会の形成の推進並びに持続的な水環境の保全、再生・創造に大きく寄与

するものである。 
さらに、この発泡廃ガラスを高機能化したゼオライト化発泡廃ガラスを開発した。これは、陽イオン交換能を有し、

重金属やアンモニアの吸着機能を持っている。また、この発泡廃ガラスの製造過程にマグネシウムを含んだ発泡剤を

添加し焼成することによって、リンの吸着能を持った材料を開発している。リンの除去メカニズムについてはまだ研

究中である。 
 
特許公開 2004-267916 水質浄化材 
特許公開 2005-029453 表面をゼオライト化したガラスの製造方法 
特許公開 2005-145807 ガラス表面の処理方法 
特許公開 2005-239529 ゼオライトの製造方法 
特許出願中 発泡ガラス材の製造方法および発泡ガラス材、並びにこの発泡ガラス材を用いた水処理方法、底質改善

方法および土壌改良材 

162 日本建設技術株式
会社 

発泡廃ガラス材等を用い

た底質改善技術 
高い保水能力と水質浄化機能を持つ発泡廃ガラス材を開発した経験を活かし、同様の機能を維持しつつ、比重が 1.5

～1.7程度の発泡ガラス材を開発した。 
新しく開発した発泡ガラス材、海砂、既存の改善剤との配合比を変えて混合した底質改善材を用いて底棲生物の生

育試験等を行い、棲息種に適した底質改善材の混合割合と施工方法を選定し、底質改善技術を開発した。 
 
特許公開 2004-067400 発泡ガラス製造方法 
特許登録番号 特許第 3753686号 人工漁業 
特許出願中 発泡ガラス材の製造方法および発泡ガラス材、並びにこの発泡ガラス材を用いた水処理方法、底質改善

方法および土壌改良材 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
162 日本建設技術株式

会社 
発泡廃ガラス材等を用い

た藻場造成 
藻場は水産業、沿岸域環境、生態系などにとってきわめて重要な場である。近年、人為的、生態的要因により藻場

の減少が全国で報告されており、国、県においても藻場再生事業が計画・実施されている。このような背景から、藻

場形成のために捨石や各種人工材料を用いられているが、それぞれ長所と短所を有しており、特性に応じた適用が必

要である。人工材料には生物親和性が高くなかったり、有害物質の溶出が認められるものもあるようである。本技術

では、発泡廃ガラスの着生基盤材を用いて、藻場再生を行ったものである。その成果は、漁場の整備造成と沿岸域の

多様な環境再生に寄与する。 

163 エムイーシーエン
ジニアリングサー

ビス株式会社 

浚渫装置等の設計・製作

等 
具体的には浚渫船の設計・製作。基本的には、それらのエンジニアリングを行い、造船所らとタイアップして製作・

建造を行う。高濃度浚渫機の設計とポンプ浚渫、グラブ浚渫船等の設計を客先要望に基づいて設計・エンジニアリン

グを行う。 

163 エムイーシーエン
シﾞニアリンクﾞサ

ーヒﾞス株式会社 

水面清掃船等の設計・製

作等 
海上及び湖水のゴミや油回収等の機能を有した船舶等のエンジニアリング・設計・製作を行う。製作にあたっては

造船所等とタイアップする。 

164 株式会社キューヤ
マ 

海底耕耘作業機(サブマ
リントラクター)による
海底耕耘エアーレーショ

ン 

空気圧により海底を走行する海底耕耘作業機(サブマリントラクター)で海底土を耕耘天地返しをし、酸化層の厚み
を増し、好気分解を促進させて堆積栄養塩の分解を活発にし、溶出も抑制する。 
また、二枚貝類を始めとする底生生物の成育環境も改善され、これらの増殖により一層の富栄養化の抑制が図れる。

海底耕耘作業機の特徴空気圧駆動の為、万一の場合でも出るのは空気のみで油等有害な物質を出すことがなく、環境

を害する恐れがない。電子機器や油圧装置などを使用していないので水中環境でも故障が少なく経済的である。海底

を自走するので従来行われてきた船舶により曳航して行う海底耕耘に比べ安全に効率よく耕耘出来耕耘深度の調整

も出来る。運行に使用した空気を水中或は耕耘土中に放出することで溶存酸素量を改善しより耕耘効果を上げる。 

164 株式会社キューヤ
マ 

海底耕耘作業機による浮

泥除去 
・海底耕耘作業機にエアーリフトポンプを搭載し、堆積浮泥を吸引・除去する。 
・特徴海底耕耘作業機は海底面を走行するので、浮泥除去の厚みを調整でき、浮泥のみの吸引・除去が可能(余掘りが
ない) 

・走行に使用した空気をエアーリフトポンプに使うので新たな動力源の必要がなく経済的である。 

164 株式会社キューヤ
マ 

海底耕耘作業機による覆

砂の延命 
海底耕耘作業機に攪拌装置を付加し、覆砂され長期間が経過して浮泥等が再堆積して覆砂効果が減少した箇所を耕

耘・攪拌することにより回復させ、覆砂の延命ができる。また、覆砂時に浚渫土砂等と砂を混合し粒度を調整して現

地に合った土壌とすることも可能。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
164 株式会社キューヤ

マ 
海底耕耘作業機によるア

オサの回収 
海底耕耘作業機にアオサ回収装置(エアーリフト式又はウオータージェットポンプ)を取り付け海中でアオサを回収

する。海中で回収出来るのでフレッシュな状態で且つ、砂などの異物の混入がなく、回収後の処理・再利用が容易で

ある。 

164 株式会社キューヤ
マ 

干潟走行式底質浄化装置 超軟弱地盤の干潟上を容易に走行し、且つ走行しながら広範囲に効果的な曝気攪拌をし、これにより干潟底質の浄

化が出来る。(国土交通省九州地方整備局との共同開発) 

164 株式会社キューヤ
マ 

干満差利用のエアレーシ

ョンシステム 
干満差を利用のして海水を貯蔵し、干潮時に放水しその流速によりエアレーションを行う。自然エネルギーのみで

作動し、他に環境負荷を与えないシステム。 

165 三菱電機株式会社 省エネルギー型窒素・リ

ン除去下水処理制御シス

テム 

下水処理プロセスは複雑な微生物反応に基づくため、エネルギー消費量を抑制しつつ、脱窒・脱リン処理を行うこ

とは、これまで極めて困難だった。 
 ｢省エネルギー型窒素・リン除去下水処理制御システム｣は、活性汚泥プロセスの中でも最もエネルギーを消費する

硝化処理(アンモニア性窒素除去)の曝気風量を節減するための｢硝化制御システム｣と、その他の運転設定値を協調的
に最適化する｢最適運転支援システム｣から構成される。前者は、曝気槽内のアンモニア性窒素濃度をオンライン計算

しながら曝気風量を制御することにより、従来より 10%少ない風量での硝化処理が可能である。また、後者について
は、下水反応モデルを導入した独自の並列遺伝アルゴリズムにより、処理水質やコストといった複数の評価項目に基

づいた多次元探索を行う。これにより、窒素・リンを目標値以下に抑制しながらエネルギー消費量も削減できる最適

運転設定値を、自動決定できるようになった。 
 東京都内の下水処理場で行った実証実験では、従来の処理水質を維持しつつ 12%の風量削減に成功した。 

165 三菱電機株式会社 下水汚泥からのエネルギ

ー・リン回収システム 
有機性廃棄物である下水汚泥から、エネルギー源としてのメタンガスと枯渇資源としてのリンを同時に回収するシ

ステムを開発している。 
オゾン注入後にアルカリを添加する新規汚泥処理法「オゾン+アルカリ処理」に供した後の下水汚泥を嫌気性消化

するラボ実験を行ったところ、トータルの汚泥溶解率として 90%以上を達成するとともに従来の約 1.5倍のメタンガ
スを得た。また、上記のオゾン+アルカリ処理時には、約 30分という短時間で下水汚泥中のリン 90%以上を溶出させ
ることができた。現在、実際の下水処理場での実証実験により安定性等の検証を行いながら、経済性の評価、設計技

術の確立を進めている。 
※本研究は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の基盤技術研究促進事業（民間基盤技術研究支援制

度）の開発テーマの 1つとして委託を受け、研究開発しているものである。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
166 株式会社高特 浮島型水浄化装置｢アメ

ンボ島｣(ヤクルトろ材を
用いた、生物膜処理)及び
上部植栽 

乳酸菌飲料｢ヤクルト｣の容器(新品)を接触酸化ろ材として使用している浮島型の浄化装置である。 
・装置 1基で約 1,000t程度の池を対象としている。 
・装置内に格納された水中ポンプによって池水を吸込みヤクルトろ材と接触させる。 
・ヤクルトろ材には生物膜が発生し有機物の分解を行う。 
・処理水は放水装置(各種ノズル)から池に返す。 
・ヤクルトろ材にはたんぱく質分解能力の高い｢サイトファーガ種｣と呼ばれる微生物が多く発生し、他のプラスチッ

クろ材と比較して有機物分解能力は高い。 
・上部に植栽した水生植物により窒素リンの引抜きが期待できる。 

166 株式会社高特 上部植栽及び｢1｣の処理
水の放水による｢バイオ

リアクター効果｣(好気性
微生物の拡散) 

浮島型の浄化装置であるため装置上面に｢植栽｣を行うことができる。 
ここには浄化能力(窒素、リン引抜き能力)の高い植物の他に、陸地から切り離されるため絶滅危惧種等を植栽する

こともできる。基本的には植裁基盤である｢客土袋｣に苗木を植栽し、それを装置上面に配置する。 
次に、｢バイオリアクター効果｣は、ヤクルトろ材の表面で増加した好気性微生物が、処理水の流れによって装置外

に拡散されることにより、水域全体を健全化しつつそれらを餌とする生物が集まることで、食物連鎖のピラミッドの

底辺が形成される効果である。この効果により、アメンボ島の周辺に健全な食物連鎖のピラミッドが形成されると考

えられる。 

167 株式会社楢崎製作
所東京支店/横河電
機株式会社 

高濃度酸素溶解水を利用

した閉鎖性水域の底質・

水質保全技術 

本技術は高濃度酸素溶解水を生成する装置技術と、その高濃度酸素溶解水を閉鎖性水域の底層のみに供給する酸素

供給工法からなる。 
高濃度酸素溶解水は気体溶解装置にて生成される。まずコンプレッサで大気中から空気を酸素発生装置(PSA)に送

り込み、約 90%濃度以上の酸素が気体溶解装置に供給される。気体溶解装置では、大気圧から 1気圧加え(2気圧)、
特殊な構造において原水と激しく混合させ、安定的に 50～70mg/L(水温 15度)の高濃度酸素溶解水を生成している。
また、本装置では気泡化(発泡)しないように、圧力、水量、水位等溶解タンクの諸条件をコントロールし、安定的に
高濃度の酸素溶解水を生成することに成功している。 
閉鎖性水域は、水温、塩分濃度、濁度等の密度差により成層化していることがある。高濃度酸素溶解水は酸素が水

に溶けた状態であるため、その密度差を利用し、酸素を底層のみに供給することが出来る。このため悪化している底

質成分を巻上げることなく底層水・底質を改善することが可能である。また高濃度である為、従来空気では不可能と

されてきた溶解性マンガン等の酸化も、ダム貯水池の実験で成功している。酸素の供給工法としては曝気と違い泡立

てや臭いを撒き散らすことなく酸素を供給することが可能である。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
172 海洋建設株式会社

水産環境研究所 
貝殻を利用した餌料培養

増殖礁(シェルナース)に
よる藻場・増殖場造成 

当社製品｢貝殻餌料培養増殖礁 シェルナース｣は魚介類幼稚魚の保護育成や藻場造成などで効果があり、シェルナ

ースは平成 7年度より水産基盤整備事業において、主に浅海域の漁場造成に採用され、すでに 24県で 5,378基が設
置されている。 
 シェルナースの特徴は貝殻を用いた餌料生物培養基質である。藻場造成における適用条件として、シェルナースは

貝殻のもたらす広い表面積や通水性が保たれていて浮泥の被覆が少ないため海藻類の胞子の着生率が高い。また、カ

ジメ・アラメの様なコンブ類に関しては仮根がメッシュパイプに絡まることにより着生力が増し(30kg以上)、波浪な
どによる脱落が少なくなることも分かった。構造物を設置することから光が届かないことよる海藻が繁茂しない水域

でもシェルナースの設置により、海藻着生カ所が嵩上げされるため、そのようなところでも藻場造成が可能となる。

藻場造成により、増殖礁周辺の生物相が増加、複雑化し、生物多様性のある環境をもたらすことが可能である。 
 カキ殻を用いた餌料生物培養基質は、同型のコンクリート製平面形状構造物と比べ付着潜入動物の湿重量・個体

数・種類数が圧倒的に多い。特に魚類に好まれるエビ・カニ類では設置後 23ヶ月後で約 300倍の湿重量の差が出て
いる。これはカキ殻の形成する大小様ーな空間が付着潜入する動物の生息に適しており、貝殻を用いた餌料生物培養

基質の有効性が各海域で認められている。 
 シェルナースに用いている貝殻は貝類養殖(カキ・ホタテガイ・アコヤガイ)で発生する貝殻を使用しており、ゼロ
エミッションに貢献できている。 
従来から使用されているコンクリート魚礁等と比べ、上記に説明した点より、シェルナースは非常に優位な技術であ

るといえる。 

172 海洋建設株式会社
水産環境研究所 

有機分解促進基盤として

の人工中層海底の開発 
閉鎖性海域の貝類養殖漁場では、貝類自体が排出する糞によって底質が悪化し、しばしば底層水が貧酸素化する。

本技術は真珠養殖筏の直下にアコヤガイ殻を用いた生物生息基盤を取り付けた人工魚礁（以下、人工中層海底）を設

置し、真珠養殖筏の直下の酸素濃度が高い中層において沈降する有機物をトラップし、沈降有機物を好気的に分解さ

せるものである。 
 生物生息基質は直径 15cm、長さ 1m の高密度ポリエチレンメッシュパイプにアコヤガイ殻を充填しており、その
生物生息基質を高さ 2.5mの鋼製棚上部に取りつけている。 
 通常の海底におけるマクロベントスの分解速度はアコヤガイ養殖筏からの沈降有機物速度に比べて小さく、海底で

のベントスの処理能力を上回る有機物負荷が起きていることがわかった。一方、人工中層海底では通年 3.0gCm-2d-1
以上の分解能力を有し、人工海底を設けることで養殖施設からの負荷量の 4倍に相当する潜在的な分解能力が創出さ
れている。なお、本研究は科学技術振興機構による三重県地域結集型共同研究事業の一環として行われた。 
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ID 会社名、研究機関名 技術名 概要 
173 奥村土木興業株式

会社 
機能性粒状物を用いた河

川水質浄化システム 
河川において失われた微生物や水生小動物の生息空間を、網状体に充填した機能性粒状物を用いて提供し、本来河

川に備わっていた水質浄化機能を再生紙水環境を改善する技術である。適用範囲はコンクリート護岸等で水辺環境が

失われた水域であり、自然再生のために大規模な護岸改修が難しい場合に特に有効です。システムは浮島式と護岸式

があり、浮島式は比較的静穏な都市河川や湖沼・池に適用し、護岸式は固定可能な汽水域の護岸に適用できる。機能

性粒状物はリサイクル素材をベースにしたもので、バイオフィルムの形成や窒素・リン等の吸着特性に優れている。

このシステムは近畿大学大学院総合理工学研究科ものづくり専攻の研究プロジェクトで開発されたもので、当社は共

同研究企業として参画した。 

173 奥村土木興業株式
会社 

EPOC藻場造成技術 EPOC はポーラスコンクリートの連続空隙内に海藻の生育に有用なミネラル成分の溶出材料(転炉スラグ等のリサ
イクル材料)を配合した海藻基質材料である。EPOC は従来のコンクリートに比べ海藻の着生性能に優れており、海
藻の現存量においても良好な結果が得られている。海藻や魚介類等の付着・生息に適した表面形状を有した EPOC製
の藻礁ブロックを海底地盤に配置することで効果的に藻場造成を行い生態系の回復を図る。 

174 株式会社オーラテ
ック 

干潟を含む土壌の改善技

術 
本技術は、貧酸素が著しい漁業環境あるいは干潟地における土壌の再生改善を行なうため、より効率的に土壌中に

酸素を供給する手段としてマイクロバブル生成技術を使用する。具体的には、車輌等の移送手段若しくは船舶に設け

たタンクに貯蔵した海水、あるいはポンプで吸い上げた海水をマイクロバブル生成ノズルを使用して土壌中に放出す

るか、タンク内でマイクロバブルを生成し酸素量が過飽和となった海水を土壌中に放出し、貧酸素化した土壌の改善

を図ることにより、魚介類を含む生物の個体数を回復せしめるものである。 

174 株式会社オーラテ
ック 

浮遊物除去技術 本技術は、水中に浮遊する懸濁物質をマイクロバブルによって吸着させ、効率的に分離・回収するものである。水

中に浮遊する油等の懸濁物質は微細になればなるほど、比重差分離が起こりにくく長時間に渡り浮遊するため水環境

の悪化に繋がる。 
そこで本技術は、分離槽に取り入れた汚濁水にマイクロバブルを混入させ、マイクロバブルの吸着・凝集・浮上作

用で懸濁物質を分離槽上面に浮上させ、レーキによりかき集められた浮遊物の含水率を下げ、効率的に浮上分離層周

壁に設けられた排出口に導き回収するものであり、大流量の連続処理が可能である。 

175 大旺建設株式会社 間伐材交換タイプ FBW
漁礁 

当 FBW漁礁はコンクリート、鋼材、間伐材を使用したハイブリッド漁礁である。海中に木材を沈めるとキクイム
シ等が集まり、それを餌として魚が集まる。しかし木材の耐用年数は 3年未満と比較的短いので、木材を効率的に交
換が可能な漁礁を開発した。 
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178 中電技術コンサル

タント 
石炭灰製品を用いた河川

底泥改善技術 
石炭灰製品を用いた河川底泥改善技術とは、河川干潮域に堆積した有機泥(シルト・粘土)の中に石炭灰製品を透水

材料とした浸透柱を設置し、潮汐の干満を利用して有機泥内の鉛直方向の水循環を起こすことにより、泥内に酸素を

供給することができ、生物の生息環境を改善させることが期待できるものである。現地実験結果により、以下のよう

な底質改善効果が挙げられる。 
1) 浸透柱を設置することにより、浸透柱内での間隙水の流動が促進され、浸透柱周辺の泥層の還元状態が改善され
ていることがわかった。 

2) 実験現場の底質粒度は、細砂以下の粒径が 40%以上を占めており、比較的生物の生息しにくい環境であるが、浸
透柱周辺で確認された底生生物は、チゴガ二などの節足動物や軟体動物の生息が多く確認され、生物の生息環境が

改善されていると考えられる。 
3) 浸透柱内の水循環は、浸透柱内に河川水が満たされた後にも、浸透柱下の砂層において地下浸透による水圧低下
が起こっていることから、浸透柱内に酸素が供給されていることがわかった。 

4) 浸透柱内に流入する河川水は、鉛直方向からだけではなく、側方方向からも確認された事から、側方への酸素供
給により浸透柱周辺の底質浄化が期待できる。 

5) 浸透柱内には好気的な状態が保たれることから、浸透柱内を浸透する懸濁物質の分解・無機化が急速に進行する
ことが期待される。 

178 中電技術コンサル
タント 

マイクロバブル底層水質

改善システム 
近年、ダム貯水池、湖沼、内湾等の閉鎖水域における水質汚濁・富栄養化の進行は、重要な解決するべき問題とな

っている。特に、閉鎖性水域底層へのヘドロ堆積と底層水の貧酸素化は、有害な金属塩類や藻類増殖の基となる栄養

塩類の溶出、さらには青潮の原因物質である硫化水素の発生などの原因となっており、様々な利水障害や環境悪化を

招いている。 
 マイクロバブル底層水質改善システムは、水域底層の貧酸素層に直接超微細気泡（マイクロバブル）を送り込み、

その高い酸素溶解率と拡散性、ならびに密度流現象を利用することにより、底層の溶存酸素を効率よく回復させると

ともに、これに伴って底泥からの水質汚濁物質や金属塩類の溶出と、硫化水素の発生を防止するものである。 
 その曝気方法は、従来的な気泡による流動循環やプラント装置内での曝気とは異なり、貧酸素層に直接酸素を送り

込むという従来にない新しい手法であり、躍層破壊や底泥の巻上げ等に伴う二次的な障害を生じさせないことが特徴

である。 




